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白井市の人口
（10月末日現在）
人口　59,556人（＋129）
男　　29,806人（＋71）
女　　29,750人（＋58）
世帯　21,765戸（＋55）
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お
い
し
い
も
の
は
す
ぐ
そ
ば
に

　
　
　

〜
地
産
地
消
の
す
す
め
〜

　

市
で
は
白
井
の
農
産
物
を
白
井
で
消
費
す
る
「
地
産
地
消
」
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
今
号
で
は
皆
さ
ん
に
「
地
産
地
消
」
の
応
援
団
に
な
っ
て
も

ら
う
た
め
、
白
井
の
農
産
物
に
は
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
、
ど
こ
で
購
入
で
き
る
か
を
紹
介
し
ま
す
。

ＪＡ西印旛農産物
直売所「やおぱぁく」
　ＪＡ西印旛農産物直売組
合白井支部が生産した新鮮
な野菜や加工品などを幅広
く取りそろえています。特
に「ちばエコ農産物」の認
証を取得した白井産の米を
はじめ、地元の生産者が愛情を込めて栽培した安心・
安全な旬の味覚が毎日並びます。地元の野菜などを
ＰＲするため、毎月1回の感謝デーや4月・8月・12月
に季節のイベントを開催しています。
営業日時　毎日　午前10時～午後6時（12月31日午後
1時から翌年1月4日を除く）
場所　木278－1（国道16号沿い）
　ＪＡ西印旛農産物直売所「やおぱぁく」☎（498）
2007

天然温泉白井の湯
「旬菜市場」
　旬菜市場白井の湯出荷協
議会の農家が心を込めて
作った野菜を新鮮・手ごろ
な値段で提供しています。
野菜のほか、手作り弁当や
天然酵母パン、乾物類など

種類豊富に取りそろえています。できたてフワフワ
のパンは正午ごろが狙い目です。
営業日時　毎日（年2回の天然温泉白井の湯休館日を
除く）　午前10時～午後7時
場所　中149－1（白井第2工業団地　天然温泉白井の
湯内）
　天然温泉白井の湯☎（497）2626

白井野菜
ホーマック直売所
　市内で最初にできた
直売組合白井農産物直
売組合のホーマック白
井店部会が生産した地
元の野菜のみを販売し
ています。販売者自ら
が栽培した野菜のため、春まきと秋まき野菜を中心
に1年を通じ、安心して食べることができます。「お
いしかったよ」の一言を励みに、皆さんの食卓で食
べてもらえるよう頑張っています。
営業日時　毎週水・土・日曜日、祝日　午前10時～
午後4時
※売り切れた場合は閉店します。
場所　笹塚1－2（スーパーデポホーマック入り口）
　石井☎（497）1414

ほのぼの
芦田農園直売所
　芦田農園が家族で
栽培から販売をして
います。手作り堆肥
による土作りから始
まり、農薬を極力減
らした年間100種類の
旬の露地野菜が中心。
やさしく育てたおい
しい野菜です。野菜

ソムリエの資格も持っています。
営業日時　毎週月・水・金曜日（1月2日から7日を除く）
午後3時30分～ 7時
場所　北総線白井駅構内
　芦田☎（492）0400

■問

しろいの朝市
　白井市朝市組合が生産
した愛情たっぷりの新鮮
野菜を提供しています。
季節によって開始時間が
異なるのは朝採りをする
ためで、冬季は凍った畑
から収穫することもあり

ます。産みたて玉子や朝一番の和菓子、つきたての
もちも好評です。7月と12月にはサービス満点のファ
ン感謝デーを行っています。
　白井市朝市組合では地産地消を進める農家の仲間
も募集しています。
営業日時　毎週土・日曜日（1月第1・2土・日曜日を除く）
5月～ 9月　午前6時～、10月～ 4月　午前7時～（各1
時間程度）
場所　市役所駐車場（土曜日）、冨士センター駐車場
（日曜日）
　ＪＡ西印旛経済部☎0476（48）2207

■問

■問

西白井駅
農産物直売所
　鴇田三芳さん、萩
原淳一さん、関登さ
んが生産した白井周
辺で栽培できる野菜
全般と梨などを中心
に、年間60品目の生
命力あふれる農産物

を販売しています。ほとんどのものが化学合成農薬
と化学肥料を使用していないので、安心で安全なお
いしい農産物です。その日の採れたてをその日のう
ちに提供します。
営業日時　毎週月～金曜日（水曜日、12月30日から
翌年1月2日を除く）　午後4時30分～ 7時
場所　北総線西白井駅構内
　鴇田☎090（8462）2777、萩原☎080（1981）8083

■問

■問
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地
産
地
消

地
産
地
消
でで
食食
育育

　

市
内
の
学
校
給
食
に
は
白
井
産
の

米
や
野
菜
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

の
野
菜
の
生
産
者
と
栄
養
士
が
9
月

17
日
、
池
の
上
小
学
校
3
年
生
を
対

象
に
「
野
菜
の
作
り
方
」
と
「
野
菜

の
栄
養
」
に
つ
い
て
の
授
業
を
行
い

ま
し
た
。
そ
の
授
業
の
後
、
子
ど
も

た
ち
と
生
産
者
が
野
菜
の
話
を
し
な

が
ら
、
給
食
を
一
緒
に
食
べ
「
こ
の

米
も
野
菜
も
お
じ
さ
ん
た
ち
が
作
っ

た
ん
だ
。
手
間
は
か
か
る
け
ど
、
み

ん
な
に
安
心
し
て
お
い
し
く
食
べ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
農
薬
を
ほ
と
ん
ど

使
わ
ず
に
作
っ
て
い
る
ん
だ
よ
」
と

生
産
者
が
話
す
と
「
お
じ
さ
ん
た
ち

が
作
っ
た
米
も
野
菜
も
と
て
も
お
い

し
い
」
と
子
ど
も
た
ち
は
笑
顔
で
答

え
て
い
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
交
流
を
通
し
て
「
食

育
」
や
「
地
産
地
消
」
の
和
が
広
が

っ
て
い
き
ま
す
。

　

市内で生産されている農産物
トマト、キュウリ、ナス、ピーマン、イン
ゲン、カボチャ、ホウレンソウ、コマツナ、
ミズナ、キャベツ、ハクサイ、カブ、ブ
ロッコリー、カリフラワー、レタス、長ネ
ギ、ダイコン、ニンジン、ゴボウ、サトイモ、
サツマイモ、ジャガイモ、根ミツバ、タケ
ノコ、フキ、サヤエンドウ、スナックエン
ドウ、ソラマメ、エダマメ、トウモロコシ、
スイカ、ナシ、クリ、コメなど

№ 直売所
ＪＡ西印旛農産物
直売所「やおぱぁ
く」
旬菜市場「白井の
湯」
しろいの朝市
白井の野菜ホー
マック直売所
ほのぼの芦田農園
直売所
西白井駅農産物直
売所

●1

●2
●3
●4

●5

●6

■問

　広報しろい12月15日号は15日㈪が新聞休刊日のため、
14日㈰の朝刊に折り込まれます。

「野菜の作り方」の授業をする生産者

毎回毎回多くの多くの人で人で賑わ賑わいますいます

おいしいおいしい白井産白井産のの米米ははいかがいかがですですかか

野菜野菜ののほかほか天然天然酵母酵母パンパンもも人気人気ですです

子ども子どももも安心安心してして食べ食べられるられる野菜野菜ですです

野菜の野菜の食べ方食べ方などなどお客さんとのお客さんとの会話会話もも
大切大切にしますにします

通勤通勤帰り帰りののお客さんお客さんでで賑わいます賑わいます

農政課農政班　内線3253■問



一
般
会
計
の
決
算

　

平
成
19
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は

図
１
の
と
お
り
歳
入
（
収
入
）
が

1
5
9
億
7
、
1
0
9
万
円
（
市
の

貯
金
で
あ
る
基
金
の
取
り
崩
し
7
億

2
、5
0
0
万
円
を
含
む
）、歳
出（
支

出
）
が
1
5
1
億
9
、
6
0
6
万
円

で
し
た
。
差
し
引
き
は
7
億
7
、
5

0
3
万
円
の
黒
字
で
し
た
が
、
こ
の

中
に
は
19
年
度
で
完
了
し
な
か
っ
た

た
め
20
年
度
で
引
き
続
き
実
施
す
る

事
業
な
ど
に
使
う
財
源
6
、8
2
2

万
円
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
差
し
引
い
た
実
質
的
な
19

年
度
の
収
支
は
7
億
6
8
1
万
円
の

黒
字
と
な
り
ま
す
。

市
税
・
地
方
交
付
税
は

増
加

　

歳
入
の
約
5
割
を
占
め
る
市
税
は

国
か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
や
新
築

家
屋
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
18

年
度
に
比
べ
て
5
億
4
、
6
4
3
万

円
（
6
・
6
㌫
）
増
加
、
国
か
ら
交

付
さ
れ
る
地
方
交
付
税
は
人
口
が

増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
1
億
2
、

4
5
9
万
円
（
52
・
5
㌫
）
増
加
し

ま
し
た
。

　

地
方
譲
与
税
は
税
源
移
譲
に
よ

り
所
得
譲
与
税
が
廃
止
さ
れ
た
こ

と
な
ど
か
ら
2
億
9
、
5
3
7
万

円
（
62
・
5
㌫
）
減
少
し
て
い
ま
す

が
、
使
途
が
特
定
さ
れ
て
お
ら
ず
市

　

市
で
は
皆
さ
ん
に
納
め
て
い
た
だ
い
た
税
金
を
は
じ
め
、
国
・
県
の
補
助
金
や
借
入
金

な
ど
を
基
に
行
政
運
営
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
19
年
度
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
を
、
ど
の

よ
う
に
使
っ
た
か
を
市
の
決
算
と
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
自
由
に
使
え
る
お
金
の
一
般
財
源

全
体
は
5
億
5
2
7
万
円
（
3
・
9

㌫
）
増
加
し
ま
し
た
。
主
な
一
般
財

源
の
推
移
は
図
2
の
と
お
り
で
す
。

扶
助
費
は
年
々
増
加

　

歳
出
で
は
障
害
者
に
対
す
る
生
活

介
護
や
児
童
手
当
な
ど
の
扶
助
費
が

18
年
度
に
比
べ
て
2
億
8
0
0
万
円

（
13
・
6
㌫
）
増
加
し
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
は
障
害
者
自
立
支
援
法
の
施
行

に
よ
り
新
し
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
制
度

の
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
、
児
童
手

当
支
給
対
象
者
や
乳
幼
児
医
療
費
助

成
対
象
者
が
増
え
た
こ
と
な
ど
に
よ

る
も
の
で
す
。
ま
た
公
債
費
が
繰
上

償
還
を
行
っ
た
こ
と
に
よ
り
1
億
9
、

9
8
6
万
円
（
10
・
7
㌫
）
増
加
し

た
た
め
、
義
務
的
経
費
全
体
で
は

3
億
8
、
2
1
4
万
円
（
5
・
8
㌫
）

増
加
し
て
い
ま
す
。
義
務
的
経
費
の

推
移
は
右
図
の
と
お
り
で
す
。

市
の
財
産

　

平
成
19
年
度
末
に
市
が
保
有
す
る

土
地
や
建
物
な
ど
の
財
産
は
下
表
の

と
お
り
で
す
（
一
般
会
計
以
外
の
財

産
を
含
み
ま
す
）。

地
方
債
の
残
高
は
約

1
7
8
億
円

　

地
方
債
は
将
来
に
わ
た
っ
て
市
民

が
利
用
す
る
道
路
や
公
共
施
設
の
建

設
な
ど
、
そ
の
費
用
を
現
在
の
市
民

◆
経
常
収
支
比
率　

96
・
9
㌫
〔
類

似
団
体
平
均　

92
・
7
㌫
〕　

昨
年

度　

97
・
5
㌫

　

経
常
収
支
比
率
と
は
人
件
費
や
公

債
費
（
借
金
の
返
済
）
な
ど
毎
年
度

決
ま
っ
て
支
払
う
額
が
、
市
税
や
普

通
交
付
税
な
ど
毎
年
度
決
ま
っ
て
収

入
さ
れ
る
一
般
財
源
に
占
め
る
割
合

で
す
。
こ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
、
臨

時
的
・
突
発
的
な
支
出
に
対
応
す
る

お
金
が
少
な
く
な
り
、
財
政
に
余
裕

が
な
い
こ
と
を
示
し
ま
す
。

　

白
井
市
で
は
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

事
業
に
伴
う
公
債
費
が
多
額
で
あ
る

こ
と
な
ど
に
よ
り
、
類
似
団
体
平
均

を
上
回
っ
て
い
ま
す
が
、
給
与
や
手

当
の
一
部
な
ど
の
人
件
費
を
抑
制
す

る
と
と
も
に
積
極
的
に
公
債
費
の
繰

上
償
還
を
行
う
な
ど
比
率
の
改
善
に

努
め
て
い
ま
す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率
＝
15
・
1
㌫

（
3
カ
年
平
均
）〔
類
似
団
体
平
均　

11
・
2
㌫
〕　

昨
年
度　

21
・
4
㌫

　

実
質
公
債
費
比
率
と
は
実
質
的
な

公
債
費
（
市
の
借
金
返
済
の
ほ
か
、

公
営
企
業
や
一
部
事
務
組
合
の
借
金

返
済
な
ど
も
含
む
）
が
、
標
準
財
政

規
模
（
標
準
的
な
状
態
で
毎
年
収
入

が
見
込
ま
れ
る
一
般
財
源
の
規
模
）

と
臨
時
財
政
対
策
債
発
行
可
能
額
の

合
計
額
に
占
め
る
割
合
で
す
。
自
治

体
の
財
政
破
た
ん
を
未
然
に
防
ぐ
た

め
の
法
律
「
財
政
健
全
化
法
」
が
一

部
施
行
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
き
、
財

政
の
健
全
性
を
示
す
比
率
を
広
報
し

ろ
い
10
月
1
日
号
や
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
表
し
て
い
ま
す
が
実
質
公
債

費
比
率
は
そ
の
比
率
の
1
つ
で
す
。

　

平
成
19
年
度
決
算
か
ら
こ
の
比
率

の
算
定
方
法
が
変
更
さ
れ
、
都
市
計

画
税
を
特
定
財
源
と
し
て
公
債
費
の

元
利
償
還
金
な
ど
か
ら
控
除
す
る
こ

と
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
で
、
昨
年
度

と
比
べ
て
6
・
3
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

◆
将
来
負
担
比
率　

34
・
3
㌫
〔
類

似
団
体
平
均　

75
・
0
㌫
〕　

昨
年

度　

比
率
な
し

　

将
来
負
担
比
率
と
は
一
般
会
計
な

ど
で
将
来
負
担
す
べ
き
実
質
的
な
負

債
が
、
標
準
財
政
規
模
に
占
め
る
割

合
で
す
。
実
質
公
債
費
比
率
と
同
様

に
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
き
既
に
公

表
し
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
数
値
が
高
い
と
将
来
の
財
政

運
営
を
圧
迫
す
る
可
能
性
が
高
く
な

り
ま
す
が
、
白
井
市
で
は
類
似
団
体

平
均
を
下
回
っ
て
お
り
黄
色
信
号
で

あ
る
早
期
健
全
化
基
準
以
下
と
な
っ

て
い
ま
す
。

◆
財
政
力
指
数　

0
・
9
6
5
（
3

ケ
年
平
均
）〔
類
似
団
体
平
均　

0
・

9
2
0
〕　

昨
年
度　

0
・
9
4
6

　

財
政
力
指
数
と
は
各
団
体
の
人

口
・
面
積
や
特
性
な
ど
か
ら
判
断
し

て
、
標
準
的
に
見
込
ま
れ
る
税
収
な

ど
の
収
入
が
、
標
準
的
に
必
要
な
経

費
に
占
め
る
割
合
で
す
。
こ
の
数
値

が
高
い
ほ
ど
財
政
力
が
高
い
と
さ
れ
、

単
年
度
で
1
を
超
え
る
と
普
通
交
付

税
が
交
付
さ
れ
な
い「
不
交
付
団
体
」

と
な
り
ま
す
。
白
井
市
は
類
似
団
体

平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
昨
年
度
と

比
較
し
て
も
数
値
は
増
加
し
て
い
ま

す
。

※
類
似
団
体
平
均
と
は
人
口
規
模
や

産
業
構
造
が
類
似
し
て
い
る
県
内
の

団
体
（
館
山
市
・
東
金
市
・
君
津
市
・

富
津
市
・
袖
ケ
浦
市
・
八
街
市
・
印

西
市
・
富
里
市
・
香
取
市
・
白
井
市
）

の
単
純
平
均
で
す
。

だ
け
で
は
な
く
、
将
来
の
市
民
に
も

負
担
し
て
も
ら
う
こ
と
が
公
平
で
あ

る
場
合
、
千
葉
県
が
許
可
し
た
後
に

金
融
機
関
な
ど
か
ら
借
り
入
れ
る
市

の
借
金
で
す
。

　

平
成
19
年
度
末
の
残
高
は
左
表
の

と
お
り
1
7
8
億
1
1
1
万
円
で
、

平
成
18
年
度
に
比
べ
て
13
億
2
、
8

1
7
万
円
減
少
し
ま
し
た
。

まめ知識
地方交付税…全国すべての市町村が一定の
水準の行政サービスを提供できるように、
税収の少ない市町村に対して国から交付さ
れるお金で、普通交付税と特別交付税があ
ります。白井市では平成14年度以降大幅に
減少し続けていましたが、平成19年度は
18年度に比べて増加しました。
地方譲与税…国税として徴収したものを一
定の基準により、市町村に対して国から交
付されるお金で、所得譲与税（平成18年度
をもって廃止）、自動車重量譲与税や地方
道路譲与税などがあります。
義務的経費…市に支出が義務付けられてい
る経費で、職員給与などの人件費、生活保
護費などの扶助費、借金の返済である公債
費を合計したものです。

白井市の財政状況を分析
　市の財政状況を示すいくつかの指標
について、類似団体と比べてみました。

　市の財産
土　地 938,534 ㎡
建　物 141,091 ㎡
有価証券 3億7,226万円
出資によ
る権利 3億5,772万円

自動車 91 台
基
金
土地 42,912 ㎡
現金 39億5,864万円

地方債の残高
区分 平成19年度末 平成18年度末 差引
総務債 63億9,099万円 61億6,275万円 2億2,824万円
民生債 10億620万円 12億2,463万円 △ 2億1,843万円
衛生債 4億5,521万円 4億7,108万円 △ 1,587万円
土木債 3億4,353万円 3億8,205万円 △ 3,852万円
消防債 1億148万円 1億1,271万円 △ 1,123万円
教育債 56億2,446万円 66億1,119万円 △ 9億8,673万円
下水道債 31億6,023万円 33億4,442万円 △ 1億8,419万円
水道事業債 7億1,901万円 8億2,045万円 △ 1億144万円
合計 178億111万円 191億2,928万円 △ 13億2,817万円

平
成
19
年
度
の
決
算

平
成
19
年
度
の
決
算

図図11

図図22

2008.12.1 2



平成19年度に実施した
主な事業

（1）安心して子育てできるまちを築く

乳幼児医療費の助成　7、504万円
　乳幼児の保健対策の充実と保護者の経済的負担の軽減を図るた
め、8月から通院の助成対象を拡大し、小学校就学前のすべての
子どもの通院や入院にかかる医療費を助成しました。
小学校および中学校の改修　6、652万円
　児童が学習しやすい教育環境を実現するため、清水口小学校校
舎の耐震化、安全・防犯、バリアフリー、シックハウス対策など
の整備に向けた実施設計を行いました。
　また南山中学校体育館の耐震補強工事と老朽化した施設の改修
を行いました。

（2）安心して暮らせるまちを築く

救急用備品の整備　896万円
　救命率の向上を図るため、小・中学校や各センターなど21カ所
の公共施設に自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を整備しました。
駐輪場の整備　473万円
　白井駅と西白井駅周辺の交通利便性の向上、歩行者の安全性の
確保や駅前空間の改善を図るため、自転車駐車場を整備する基本
設計を行いました。

（3）健康で暮らせるまちを築く

生活習慣病予防の推進　7、253万円
　生活習慣病予防対策として健康診断、各種検診や指導の必要な
人に対する健康教育、訪問指導、健康相談などを実施しました。
健康増進ルームの運営　1、452万円
　生活習慣病の予防・改善や介護予防を図るため、健康増進ルー
ムを運営し、運動機会を提供しました。

（4）元気に活躍できるまちを築く

施設予約管理システムの導入　921万円
　住民サービスの向上と、施設利用率の増加を図るため、自宅や
公共施設（市役所・運動公園・各公民館の窓口）に設置したパソ
コンから、インターネットによる施設の空き状況の確認・予約が
できるシステムを導入しました。
職業紹介所の運営　297万円
　厳しい雇用情勢に対応し、就業機会の確保や地元企業の雇用を
促進するため、無料職業紹介所を運営しました。

（5）みどり豊かで快適なまちを築く

火葬場、斎場や墓地などの整備　2億3、981万円
　印西地区環境整備事業組合が進める（仮称）平岡自然公園整備
事業について、費用の一部を負担し、火葬場、斎場、墓園や少年
自然の家などの整備を推進しました。
成田新高速鉄道の整備に出資・補助　1億8、360万円
　成田新高速鉄道の整備と早期開通に向け、整備主体の成田新高
速鉄道アクセス㈱に対して出資および補助を行いました。

一般会計以外は
　平成19年度の特別会計および企業会計の決算は下表のとおりで、5つの特別会計お
よび企業会計の収益的収支については黒字になりました。国民健康保険事業勘定、介
護保険事業勘定、下水道事業および水道事業は一般会計からの助成により黒字となっ
ている状態で、特に国民健康保険事業勘定および介護保険事業勘定については、前年
度と比べて助成額が増加しています。

特別会計
会計名 歳入 歳出 差引

国民健康保険事業勘定 47億1,261万円 46億2,695万円 8,566万円
老人保健 24億8,735万円 24億2,519万円 6,216万円
介護保険事業勘定 16億8,368万円 16億2,095万円 6,273万円
下水道事業 9億9,174万円 9億6,325万円 2,849万円
学校給食共同調理場事業 4億2,969万円 4億2,455万円 514万円

合計 103億507万円 100億6,089万円 2億4,418万円
企業会計

事業名 歳入 歳出 差引

水道事業
収益的収支 4億2,903万円 4億138万円 2,765万円
資本的収支 4,625万円 1億3,073万円 △　8,448万円

※資本的収支の不足額は留保資金などから補てんしました。

分かりやすく家計簿にしてみました
（市民1人当たりの平成19年度決算）

　下表の家計簿を見ると給料やパート収入の中から食費・
医療費・学費やローンの返済を支払うと、残りは約4万円
となります。日用品・光熱水費や自治会費などを支払うた
めには、親からの援助や貯金の取り崩しに頼らなくてはな
らない状況です。今後もローンの返済は続きますが定年退
職などで給料が減り、一方で医療費が増えていくことが予
想されるため収入に見合った生活設計を行う必要がありま
す。
収　入

区分 決算上の区分 金額
給料 市税など 15万1,498円
パート・家賃収入 使用料・手数料など 7,066円
親からの援助 地方交付税など 5万4,834円
銀行からの借り入れ 市債 1万1,371円
貯金の取り崩し 繰入金 1万2,639円
前月からの繰り越し 繰越金 1万1,120円
雑収入 諸収入など 2万6,665円
合計 27万5,193円
支　出

区分 決算上の区分 金額
食費 人件費 5万4,917円
医療費・学費 扶助費 2万9,928円
ローンの返済 公債費 3万5,708円
日用品・光熱水費 物件費 3万7,001円
屋内の修理 維持補修費 1,045円
自治会費 補助費等 4万1,741円
子どもへの仕送り 繰出金 2万134円
預金 積立金 5,331円
株式の購入 投資及び出資金など 2,178円

家の増改築 普通建設事業費（災
害復旧費含む） 3万3,856円

合計 26万1,839円
翌年度への繰り越し 1万3,354円
貯金残高 4万9,075円
借金残高 30万981円
※人口　58,036人（平成20年3月31日現在）

Q　

し
ろ
い
の
貯
金
は
多
い
の
。
少

な
い
の
。

A　

家
庭
の
貯
金
に
あ
た
る
も
の
に

「
基
金
」
が
あ
り
ま
す
。
19
年
度
末

の
基
金
残
高
は
、
普
通
会
計
（
一
般

会
計
と
学
校
給
食
共
同
調
理
場
事
業

会
計
の
合
計
）
で
28
億
4
、
8
1
4

万
円
で
す
。
類
似
団
体
の
基
金
残
高

の
平
均
は
約
40
億
3
、
9
9
5
万
円

な
の
で
、
市
の
基
金
は
決
し
て
多
い

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
平
成
19
年
度
は

昨
年
度
に
比
べ
て
基
金
の
取
り
崩
し

額
が
増
加
し
、
上
グ
ラ
フ
の
と
お
り

基
金
残
高
は
年
々
減
少
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
行
財
政
改
革
へ
の
取
り
組
み

な
ど
に
よ
り
収
入
の
確
保
と
支
出
の

削
減
に
努
め
て
い
る
も
の
の
、
公
債

費
の
繰
上
償
還
を
行
う
な
ど
財
源
が

不
足
し
、
そ
れ
を
補
う
た
め
に
基
金

を
取
り
崩
す
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
取
り
崩
し
を
続
け
て
い
く

と
、
基
金
は
い
ず
れ
底
を
突
い
て
し

ま
い
ま
す
。

Q　

今
後
の
し
ろ
い
の
財
政
は
ど
う

な
る
の
で
す
か
。

A　

今
後
、
高
齢
化
社
会
が
進
む
と
、

定
年
退
職
者
の
増
加
な
ど
に
よ
り
市

税
収
入
の
大
幅
な
増
加
は
見
込
め
な

い
一
方
、
高
齢
者
に
掛
か
る
扶
助
費

（
社
会
保
障
費
）
な
ど
は
増
加
し
て

い
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
収
入

が
増
え
な
い
の
に
支
出
が
増
え
て
い

く
場
合
、
皆
さ
ん
の
家
庭
で
は
ど
う

し
ま
す
か
。
お
そ
ら
く
節
約
し
、
買

い
た
い
も
の
に
は
優
先
順
位
を
付
け

て
、
で
き
る
だ
け
貯
金
を
崩
さ
な
い

よ
う
収
入
に
見
合
っ
た
生
活
を
す
る

と
思
い
ま
す
。

60

40

20

0

億円 年度末基金残高

16

38.1
33.9 32.6

28.5

17 18 19 年度

　

市
に
お
い
て
も
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

質
を
維
持
し
な
が
ら
、
18
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
た
第
4
次
総
合
計
画
前

期
基
本
計
画
を
着
実
に
進
め
る
た
め
、

皆
さ
ん
の
理
解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、

よ
り
一
層
の
収
入
の
確
保
、
経
費
の

削
減
、
事
業
の
見
直
し
や
優
先
順
位

付
け
を
行
い
、
財
政
の
健
全
化
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　

平
成
19
年
度
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー

ト
・
行
政
コ
ス
ト
計
算
書
と
と
も
に
、

国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
健
、
介
護

保
険
の
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
は

広
報
し
ろ
い
12
月
15
日
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

問　

財
政
課
財
政
班　

内
線
3
3
3

1
・
2
・
7

素
朴
な
疑
問
Q
＆
A
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全
体
に
対
す
る
も
の

◆
駐
輪
場
使
用
の
有
料
化

　

施
設
整
備
後
に
利
用
者
か
ら
駐
輪

場
使
用
料
を
徴
収
す
る
こ
と
に
つ
い

て
は
、
賛
成
・
反
対
の
両
方
の
意
見

が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
で
は
利
用
す
る
人
と
し
な
い
人

と
の
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め
、

受
益
と
負
担
の
原
則
に
よ
り
応
分
の

負
担
を
お
願
い
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
具
体
的
な
使
用
料
に
つ
い
て

は
平
成
21
年
度
中
に
条
例
を
制
定
し
、

決
定
し
ま
す
。【
参
考
】

白
井
駅
圏

◆
立
体
駐
輪
場
を
平
置
き
に

Q　

周
辺
の
土
地
を
購
入
し
駐
輪
場

と
す
る
こ
と
で
台
数
を
確
保
し
、
立

体
駐
輪
場
を
平
置
き
駐
輪
場
に
し
て

ほ
し
い
。

A　

駐
輪
場
の
配
置
に
つ
い
て
は
利

用
者
の
利
便
性
も
考
慮
し
配
置
し
て

い
ま
す
。
用
地
に
つ
い
て
は
既
に
駅

周
辺
で
駐
輪
場
と
し
て
利
用
で
き
る

土
地
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、

土
地
の
高
度
利
用
の
面
を
考
慮
し
決

定
し
た
も
の
で
す
。【
そ
の
他
】

◆
歩
道
へ
の
駐
輪
場
整
備

Q　

歩
道
に
で
き
る
限
り
駐
輪
場
を

つ
く
る
こ
と
で
、
利
用
し
や
す
い
状

況
に
し
て
ほ
し
い
。

A　

歩
道
上
に
駐
輪
場
を
設
置
す
る

に
は
、
駐
輪
場
が
自
転
車
の
通
れ
る

道
路
に
接
続
し
て
い
る
か
自
転
車
歩

行
者
専
用
道
路
上
で
あ
る
こ
と
が
条

件
と
な
り
ま
す
。
そ
の
上
で
歩
道
は

歩
行
者
の
た
め
の
施
設
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
歩
行
者
な
ど
の
安
全
確
保
が

図
れ
る
場
所
と
い
う
2
つ
の
条
件
を

満
た
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

現
計
画
は
、
こ
れ
ら
の
条
件
を
考

慮
し
て
決
定
し
た
も
の
で
す
。【
そ

の
他
】

◆
整
備
台
数
が
多
い
の
で
は

Q　

白
井
駅
圏
の
駐
輪
台
数
は
多
す

ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。
将
来
の
収
容

台
数
は
こ
こ
ま
で
必
要
が
な
い
た
め
、

台
数
の
調
整
を
し
て
は
ど
う
か
。

A　

要
望
の
多
か
っ
た
郵
便
局
横
へ

の
駐
輪
場
整
備
を
計
画
に
加
え
た
こ

と
か
ら
余
裕
が
生
じ
た
も
の
で
、
千

葉
県
警
察
本
部
と
調
整
中
で
す
。
将

来
需
要
台
数
を
超
え
る
分
に
つ
い
て

は
立
体
駐
輪
場
の
計
画
面
積
を
修
正

し
ま
す
。【
修
正
】

◆
維
持
・
管
理
費
の
軽
減

Q　

立
体
駐
輪
場
を
整
備
す
る
こ
と

で
建
設
費
、
維
持
管
理
費
が
多
く
掛

か
る
た
め
、
経
費
の
軽
減
が
必
要
と

考
え
ま
す
。

A　

駐
輪
場
整
備
は
限
ら
れ
た
土
地

利
用
の
中
で
将
来
需
要
台
数
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
り
、
高
度
利
用
の
面

か
ら
立
体
化
も
不
可
欠
で
あ
る
と
判

断
し
て
い
ま
す
が
、
で
き
る
だ
け
有

利
な
補
助
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　

維
持
管
理
費
に
つ
い
て
は
設
計
段

階
か
ら
で
き
る
だ
け
節
減
で
き
る
よ

う
考
慮
し
て
い
ま
す
。【
そ
の
他
】

◆
立
体
駐
輪
場
の
防
犯
対
策

Q　

立
体
駐
輪
場
は
死
角
が
で
き
る

た
め
、
防
犯
上
問
題
が
あ
り
ま
す
。

平
置
き
駐
輪
場
に
す
る
こ
と
で
こ
の

問
題
が
解
決
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

A　

立
体
駐
輪
場
に
つ
い
て
は
基
本

的
に
周
囲
を
壁
と
し
て
密
閉
す
る
の

で
は
な
く
、
施
設
内
外
か
ら
の
死
角

を
な
く
す
構
造
と
し
て
い
ま
す
。
駐

輪
場
内
部
に
は
監
視
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
犯
罪
抑
止
効
果
を
高
め
る
と
と

も
に
午
前
6
時
30
分
か
ら
午
後
6
時

30
分
の
間
（
予
定
）
は
立
体
駐
輪
場

に
管
理
人
を
配
置
し
、
管
理
室
で
モ

ニ
タ
ー
に
よ
り
監
視
す
る
と
と
と
も

に
監
視
巡
回
を
実
施
し
、
防
犯
対
策
・

安
全
管
理
を
図
る
こ
と
を
予
定
し
て

い
ま
す
。【
そ
の
他
】

◆
ラ
ッ
ク
や
屋
根

Q　

平
置
き
駐
輪
場
へ
ラ
ッ
ク
や
屋

根
を
整
備
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る

が
、
不
要
で
は
な
い
か
。

A　

ラ
ッ
ク
に
つ
い
て
は
効
率
的
で

整
然
と
収
容
す
る
た
め
に
必
要
な
も

の
で
す
。
ま
た
屋
根
に
つ
い
て
は
、

利
用
者
か
ら
の
要
望
に
対
応
し
た
も

の
で
す
。【
そ
の
他
】

西
白
井
駅
圏

◆
立
体
駐
輪
場
の
影
響

Q　

立
体
駐
輪
場
を
予
定
し
て
い
る

部
分
に
つ
い
て
、
周
辺
住
宅
の
日
照

を
確
保
す
る
と
と
も
に
資
産
価
値
低

下
な
ど
へ
対
応
し
て
ほ
し
い
。

A　

基
本
設
計
上
、
立
体
駐
輪
場
の

最
高
部
は
9
・
7
㍍
と
、
建
築
基
準

法
で
の
日
影
規
制
（
10
㍍
以
上
の
建

築
物
）
か
ら
は
対
象
外
と
な
っ
て
い

ま
す
。
資
産
価
値
に
つ
い
て
も
周
辺

の
土
地
利
用
に
制
限
を
加
え
る
も
の

で
は
な
い
こ
と
か
ら
、
資
産
価
値
の

低
下
に
は
つ
な
が
ら
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。【
そ
の
他
】

◆
京
葉
銀
行
反
対
側
駐
輪
場

Q　

現
時
点
で
京
葉
銀
行
の
反
対
側

歩
道
上
に
駐
輪
場
を
整
備
す
る
必
要

が
な
い
の
で
は
な
い
か
。

A　

利
用
者
の
動
線
を
考
慮
し
大
山

口
地
区
方
向
か
ら
の
自
転
車
利
用
者

を
対
象
に
計
画
し
て
い
ま
す
。
整
備

台
数
に
つ
い
て
は
現
在
の
利
用
台
数

ば
か
り
で
な
く
、
将
来
需
要
台
数
を

確
保
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。【
そ

の
他
】

◆
自
動
2
輪
車
な
ど
の
駐
輪
場

Q　

自
動
2
輪
車
や
原
動
機
付
自
転

車
の
駐
輪
場
を
確
保
し
て
ほ
し
い
。

A　

自
動
2
輪
車
に
つ
い
て
は
規

格
・
サ
イ
ズ
も
異
な
り
自
動
車
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
所
有
者
の
責
任
に
お

い
て
確
保
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

原
動
機
付
自
転
車
に
つ
い
て
は
歩

行
者
の
安
全
歩
行
に
配
慮
し
、
白
井
・

西
白
井
駅
圏
の
歩
道
で
は
な
い
駐
輪

場
に
計
画
し
て
い
ま
す
。【
そ
の
他
】

◆
景
観
の
確
保

Q　

駐
輪
場
を
設
置
す
る
に
当
た
り

景
観
を
損
な
わ
な
い
よ
う
配
慮
し
て

ほ
し
い
。

A　

立
体
駐
輪
場
・
平
置
き
駐
輪
場

共
に
色
・
形
態
・
外
観
が
奇
抜
に
な

　

市
で
は
白
井
駅
・
西
白
井
駅
圏
の
駐
輪
場
整
備
計
画
に
つ
い
て
皆
さ
ん
か
ら
意
見
を
い
た
だ
き
、
検
討
を
行
い
ま
し
た
。

今
号
で
は
そ
の
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

駐
輪
場
整
備
計
画
・
基
本
設
計

い
た
だ
い
た
意
見
と
回
答

2
2
7
件
の
意
見

　

市
自
転
車
駐
車
場
「
整
備
計
画
」

「
基
本
設
計
」
に
つ
い
て
い
た
だ
い

た
意
見
は
57
人
か
ら
2
2
7
件
、
同

様
の
意
見
な
ど
を
ま
と
め
る
と
41
項

主
な
意
見

ら
な
い
よ
う
配
慮
す
る
と
と
も
に
、

現
在
あ
る
植
栽
は
で
き
る
だ
け
残
す

よ
う
に
配
慮
し
ま
す
。【
既
記
載
】

◆
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護

Q　

立
体
駐
輪
場
の
利
用
者
か
ら
住

宅
内
が
の
ぞ
か
れ
る
恐
れ
が
あ
る
た

め
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
対
策
を

と
っ
て
ほ
し
い
。

A　

立
体
駐
輪
場
は
防
犯
対
策
な
ど

の
観
点
か
ら
開
放
性
を
持
た
せ
た
構

造
と
し
ま
す
が
、
西
白
井
駅
圏
の
立

体
駐
輪
場
北
側
に
つ
い
て
は
、
プ
ラ

イ
バ
シ
ー
保
護
に
配
慮
し
遮
へ
い
性

の
高
い
構
造
と
し
ま
す
。【
修
正
】

〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜
〜

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
意
見
と

回
答
（
同
様
の
内
容
を
ま
と
め
た
41

項
目
に
対
す
る
も
の
）
は
市
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
・
各
セ
ン
タ
ー
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
「
自
転
車
駐
車
場
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
募
集
結
果
」
と
し

て
公
表
し
て
い
ま
す
。

問　

交
通
防
災
課
交
通
防
災
班　

内

線
3
3
2
0

目
に
及
ぶ
も
の
で
し
た
。
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
の
結
果
概
要
は
左
表
の

と
お
り
で
す
。
市
で
は
こ
の
貴
重
な

意
見
の
取
り
扱
い
を
左
表
の
と
お
り

「
修
正
」
「
既
記
載
」
「
参
考
」
「
そ

の
他
」
に
分
け
て
分
類
し
て
い
ま
す
。

案　　件 市自転車駐車場の「整備計画」
「基本設計」

募集期間 7月15日～８月15日（32日間）
意見の項目数 ４１項目
（意見提出者・
件数） （５７人・２２７件）

意 見
の 取
扱い

修　正 素案を修正するも
の 3項目

既記載 既に素案に盛り込
んでいるもの 2項目

参　考
素案には反映でき
ないが今後の参考
とするもの

8項目

その他
素案には反映でき
ないが意見として
伺ったもの

28項目

パブリック・コメントの結果概要

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
寄
せ
ら
れ
た
主
な
意
見
と
市
の
考
え
方
を
全

体
に
対
す
る
も
の
、
白
井
駅
圏
、
西
白
井
駅
圏
に
分
け
て
紹
介
し
ま
す
。

意
見
の
あ
っ
た
各
駅
圏
ご
と
の
回
答
と
し
て
い
ま
す
が
、
両
駅
共
に
同
様

の
想
定
を
行
い
、
検
討
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　市では皆さんの意見を基に修正した基本設計により、今後実

施設計、駐輪場整備を行います。計画上の駐輪場の位置は下図

のとおりです。

車道

整備予定整備予定
（立体）（立体）
整備予定
（立体）

整備予定整備予定
（平置き）（平置き）
整備予定
（平置き）

廃止予定廃止予定廃止予定

内は放置自転車禁止区域です。内は放置自転車禁止区域です。内は放置自転車禁止区域です。

駐輪場の位置

白井駅前の駐輪場

2008.12.1 4



シイタケ・価格表

品名 規格 単価 単位

原木
直径7～ 8㎝、
長さ90㎝

310円/1本 50本

種駒 1,000個/1包 2,880円/1包 1包

苗木・価格表

苗木 号数 苗高 根本径 単価 単位

スギ

3年生

1 60㎝ 12㎜ 135円/1本

25本

3 45㎝ 9㎜ 115円/1本

ヒノキ
1 60㎝ 9㎜ 135円/1本
3 45㎝ 7㎜ 115円/1本

クロマツ
2 35㎝ 8㎜ 70円/1本
3 30㎝ 7㎜ 65円/1本

アカマツ
2 35㎝ 8㎜ 70円/1本
3 30㎝ 7㎜ 65円/1本

【年末年始のごみ収集日】
　年末年始のごみ収集は下表のとおり行います。
　年末年始はごみの量が特に多いため、収集が遅れることが予想されま
す。ごみはきちんと分別して午前8時30分までに集積所に出してくださ
い。粗大ごみは受付センターがお知らせした排出場所に出してください。
【印西クリーンセンターへの搬入】
　年末年始の印西クリーンセンターへの家庭ごみの直接搬入、事業系ご
みの搬入可能日は次のとおりです。
　家庭ごみの直接搬入は搬入許可証が必要ですので、年内に搬入したい
人は26日㈮までに市役所環境課で許可証の申し込みをしてください。
年末受入終了日時　12月30日㈫　午後4時
年始受入開始日時　1月5日㈪　午前９時
■問　市環境課きれいなまちづくり班　内線3274・5、印西クリーンセン
ター業務班☎0476（46）2732

年末年始のごみ収集日
種類 収集曜日 12月年末最終日 １月年始開始日

燃やすごみ
(毎週)

月・木 29日 5日
火・金 30日 6日

燃やさないごみ
(毎月第1・3曜日)

月 15日 5日
火 16日 6日
水 17日 7日
木 18日 15日
金 19日 16日

資源物
(毎週)

月 29日 5日
火 30日 6日
水 24日 7日
木 25日 8日
金 26日 9日

粗大ごみ
(有料・電話申し
込み制）

申し込みは粗大ごみ受付センター☎(491)4753へ
年末は26日㈮まで、年始は5日㈪から受け付けます。
受付日時　月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後４時
※収集日は申込時にお知らせします。

し尿のくみ取り 年末は26日㈮まで、年始は5日
㈪から受け付けます。

白井清掃☎（492）0768
大久保清掃☎（492）0120

年 末 年 始 の ご み 収 集年 末 年 始 の ご み 収 集

一
般
廃
棄
物
処
理
手
数

料
改
定

　

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
は
事

業
系
一
般
廃
棄
物
の
処
理
手
数
料
を

次
の
と
お
り
改
定
し
ま
す
。

改
定
期
日　

平
成
21
年
4
月
1
日
㈬

改
定
後
処
理
手
数
料　

10
㌔
㌘
に
付

き
2
5
0
円
（
消
費
税
含
む
）

※
10
㌔
㌘
未
満
も
2
5
0
円
と
な
り

ま
す
。

問　

印
西
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
業
務

班
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
2
7
3
2

　市では公共水域（手賀沼、印旛沼）の保全と生活環境向上のため、公共
下水道の整備を進めています。本日から下図のとおり「根字笹塚」の一部
が公共下水道の処理区域となりました。
　この区域では下水道条例および下水道法などの法令により下水道への接
続が義務付けられています。早めに接続（1年以内に接続の場合、排水設備
改造資金3万円を助成します）してください。排水設備（分流式）の工事は
市指定工事店に依頼してください。指定工事店については市ホームページ
をご覧になるか、上下水道課にお問合せください。
■問　上下水道課維持管理班　内線3454

下水道の使える区域が拡大下水道の使える区域が拡大

公共下水道の
処理区域

白井市役所
ホームセンターテニスクラブ

至印西

至鎌ヶ谷

県道市川印西線

県道千葉ニュータウン北環状線

根

県
道
白
井
停
車
場
線

　

経
済
産
業
省
で
は
製
造
業
を
営
む

事
業
所
を
対
象
に
、
工
業
の
実
態
を

明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

毎
年
12
月
31
日
現
在
で
「
工
業
統
計

調
査
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
調
査

内
容
は
経
営
組
織
、
従
業
者
数
、
製

造
品
出
荷
額
、
原
材
料
使
用
額
な
ど

で
す
。
調
査
結
果
は
国
や
県
、
市
区

町
村
が
行
う
産
業
振
興
政
策
な
ど
を

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

工
業
統
計
調
査
に
ご
協
力
を

決
め
る
上
で
の
重
要
な
基
礎
資
料
に

な
り
ま
す
。
対
象
と
な
る
事
業
所

に
は
今
月
中
旬
か
ら
1
月
に
か
け
て

「
調
査
員
証
」
を
携
帯
し
た
統
計
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。

問　

企
画
政
策
課
情
報
管
理
班　

内

線
3
3
5
8
・
9
、
県
庁
統
計
課

統
計
調
査
室
☎
0
4
3
（
2
2
3
）

2
2
2
6
・
7

　

平
成
21
・
22
年
度
柏
・
白
井
・
鎌

ケ
谷
環
境
衛
生
組
合
競
争
入
札
参
加

資
格
審
査
申
請
書
（
様
式
）
を
環
境

衛
生
組
合
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
配
布

し
て
い
ま
す
。

申
・
問　

環
境
衛
生
組
合
総
務
課

財
政
係
☎
（
4
4
3
）
7
4
9
7
・

   h
ttp://w

w
w
.k
ash
iw
a-

sh
iroi-k

am
ag
ay
ak
an
k
y
oe

iseik
u
m
iai.or.jp/

へ

　県森林組合印旛事業所ではシイタケの原木や種駒、スギなどの
苗木のあっせんを行います。
品目・価格　下表のとおり
■申・■問　17日㈬までに、はがきに購入希望品目・数量・住所・氏名・
電話番号を記入の上、市農政課農政班　内線3253・4へ

シイタケ原木などのあっせんシイタケ原木などのあっせん

印
西
都
市
計
画
生
産
緑

地
地
区
の
変
更

　

印
西
都
市
計
画
生
産
緑
地
地
区
変

更
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。
変
更
案

に
つ
い
て
意
見
の
あ
る
人
は
16
日
㈫

ま
で
に
所
定
の
意
見
書
（
都
市
計
画

課
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
か
直
接
都
市
計
画
課

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
日
㈫
〜
16
日
㈫
（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）　

午
前
9
時
〜
午
後

5
時

場
所　

都
市
計
画
課

問　

都
市
計
画
課
計
画
整
備
班　

内

線
3
2
3
4
・
5

　印西温水センターは12月30日
㈫から1月7日㈬まで全館休館し
ます。

■問　印西温水センター☎ 0476
（47）1661

印西温水センター
休館のお知らせ

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

柏
・
白
井
・
鎌
ケ
谷
環
境
衛
生
組
合

競
争
入
札
参
加
の
申
請

2008.12.15



　

調
理
実
習
や
運
動
の
体
験
を
取
り

入
れ
た
生
活
習
慣
病
予
防
を
テ
ー
マ

に
し
た
参
加
型
講
座
で
す
。

　

メ
タ
ボ
（
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
）
予
防
に
興
味
の
あ
る
人
、

健
康
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
た
い
人
、

自
分
・
家
族
の
健
康
が
心
配
な
人
に

お
す
す
め
で
す
。

対
象　

市
内
在
住　

各
コ
ー
ス
15
人

（
申
し
込
み
順
）

日
程
・
場
所　

下
表
の
と
お
り

内
容　

次
の
と
お
り

特
別
講
座　

医
師
に
よ
る
「
健
康
づ

生活習慣病予防講座日程表

コース 場所
日時

特別講座 1課 2課 3課

①平日保健コース 保健福祉センタ－

1月8日㈭
14：00 ～
16：00

1月14日㈬
9:30 ～ 12:00

1月21日㈬
9:30 ～ 12:30

1月28日㈬
9:30 ～ 12:00

②土曜日保健コース 保健福祉センタ－ 2月14日㈯
9:30 ～ 12:00

2月21日㈯
9:30 ～ 12:30

2月28日㈯
9:30 ～ 12:00

③平日複合コース

西白井複合センター
（1課・2課）、保健福
祉センター（特別講
演会・3課）

3月4日㈬
9:30 ～ 12:00

3月11日㈬
9:30 ～ 12:30

3月18日㈬
9:30 ～ 12:00

4
日
㈭
か
ら
10
日
㈬
は

人
権
週
間

今
年
の
強
調
テ
ー
マ
は
次
の
と
お
り

で
す
。

●
育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

―
思
い
や
り
の
心
・
か
け
が
え
の
な

い
命
を
大
切
に
―

●
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

●
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

●
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

　

基
本
的
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
平
和
な
世
界
を
つ
く
る
た
め
、
昭
和
23
年
12
月
10
日
に
国
際
連
合
総
会
で
世

界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
わ
が
国
で
も
12
月
4
日
か
ら
10
日
を
人
権
週
間
と
定
め
、
人
権
尊
重
思

想
の
普
及
・
高
揚
を
図
る
た
め
の
啓
発
活
動
を
全
国
的
に
展
開
し
て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
人
権
に
つ
い
て

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
障
害
の
あ
る
人
の
完
全
参
加
と
平

等
を
実
現
し
よ
う

●
部
落
差
別
を
な
く
そ
う

●
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

●
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

●
H
I
V
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
な
ど
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

●
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

●
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
や
め
よ
う

●
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

●
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

●
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

●
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

●
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

い
じ
め
、
差
別
、
虐
待
、
近
隣
間

の
こ
と
な
ど
の
悩
み
事
は
人
権
擁
護

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

人
権
擁
護
委
員　
　
　
　
（
敬
称
略
）

　

二
神
英
男（
堀
込
）、富
沢
賢
司（
冨

士
）、
中
村
恭
子
（
神
々
廻
）

10
日
㈬
か
ら
16
日
㈫
は

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

　

北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
関
す
る
国
民
の
認
識
を
深
め
る

と
と
も
に
、
国
際
社
会
と
連
携
し
つ

つ
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
の
実
態
を
解
明
し
、
そ
の
抑
止
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18

年
6
月
に
「
拉
致
問
題
そ
の
他
北
朝

鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問
題
へ
の

対
処
に
関
す
る
法
律
」
が
施
行
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
「
北
朝
鮮
人
権
侵
害

問
題
啓
発
週
間
」
が
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
拉
致
問
題
の
解
決
を
は
じ
め
と

す
る
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害

問
題
へ
の
対
処
が
国
際
社
会
を
挙
げ

て
取
り
組
む
べ
き
課
題
と
さ
れ
る
中
、

こ
の
問
題
に
つ
い
て
の
関
心
と
認
識

を
深
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

問　

市
民
課
戸
籍
班　

内
線
3
1
4

4

育
て
よ
う
一
人
一
人
の
人
権
意
識

「たか」と「長十郎」の
ブランデーケーキ新発売

　なし坊のおばあさん「たか」とおじいさん「長十郎」
のブランデーケーキが発売されました。
　メイプル味の「たかのブランデーケーキ」と紅茶
味の「長十郎のブランデーケーキ」はどちらも従来
のブランデーケーキよりブランデーを控えめにした
甘みの強いケーキで、お酒が苦手な人もおいしく食
べられます。
価格　ハーフ　525円、1本入り　1,260円

■問　白井梨ブランデー㈱☎（497）1477

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

　
　
　
　
　
　
　
　

…
…
…
3
期
分

国
民
健
康
保
険
税　

…
…
…
6
期
分

介
護
保
険
料　
　
　

…
…
…
6
期
分

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
6
期
分

※
市
税
な
ど
は
期
限
内
に
納
付
し
ま

し
ょ
う
。 

生
活
習
慣
病
予
防
講
座

く
り
講
演
会
」

1
課　

一
緒
に
「
健
康
目
標
」
を
た

て
ま
せ
ん
か
（
担
当　

保
健
師
）

2
課　
「
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
も
ヘ
ル

シ
ー
」
食
事
を
作
っ
て
味
わ
い
ま
し

ょ
う
（
担
当　

管
理
栄
養
士
）

3
課　
「
体
を
動
か
す
っ
て
気
持
ち

い
い
ね
」
を
体
験
し
ま
し
ょ
う
（
担

当　

運
動
指
導
士
）

参
加
費　

2
0
0
円
（
調
理
材
料
費
）

申
・
問　

19
日
㈮
ま
で
に
健
康
課
保

健
予
防
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5

へ

　障害者・高齢者に関する人
権問題、財産・家族間などに
関する法律問題全般について
弁護士が無料で相談を受けま
す。
日時　9日㈫　午後1時～ 4時
面談場所　千葉県弁護士会
（千葉市）
相談方法　電話、面談
相談専用電話番号　☎043（224）9223
■申・■問　面談を希望する人は8日㈪までに千葉県弁
護士会☎043（227）8431へ

障害者・高齢者の
人権・法律 110 番

　野鳥は狩猟や特
別な許可を受けた
場合以外は捕獲や
飼養をすることが
法律で禁止されて
います。
野鳥の保護にご協
力ください。
　2月15日㈰までは狩猟期間です。狩猟者
はマナーを守り事故が起こらないように心
掛け、野外で活動する人は狩猟に注意して
ください。
■問　県庁自然保護課☎043（223）2972

野鳥は捕まえたり
飼ったりできません

　商店・工場・病
院・学校などで
「取り引き」や「証
明」に使用してい
る計量器は、計量
法に基づき2年に
1回の定期検診が必要です。
日時　16日㈫・17日㈬　午前10時30
分～午後3時
場所　市役所車庫
※事前に申し込みが必要です。
■申・■問　４日㈭までに商工振興課商
工振興班　内線3242へ

計量器の定期検査

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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保
健
師
で
す

わ

た

し

の

健

康

法

　

私
は
4
月
に
育
児
休
暇
か
ら
仕
事

に
復
帰
し
ま
し
た
。
復
帰
し
て
か
ら

の
毎
日
は
あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て

い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
し
か
し
毎

日
が
忙
し
く
過
ぎ
て
い
く
と
知
ら
ず

知
ら
ず
の
う
ち
に
疲
れ
が
た
ま
っ
た

り
、
ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
り
す
る
こ

と
も
多
く
な
り
ま
し
た
。
こ
ん
な
と

き
、
皆
さ
ん
は
ス
ト
レ
ス
を
解
消
さ

せ
る
「
自
分
の
健
康
法
」
を
持
っ
て

い
ま
す
か
。

　

私
の
健
康
法
は
と
て
も
簡
単
な
こ

と
で
「
笑
う
こ
と
」
で
す
。
以
前
働

い
て
い
た
病
院
で
患
者
さ
ん
と
の
会

話
が
こ
の
健
康
法
を
始
め
た
き
っ
か

け
で
す
。
そ
の
患
者
さ
ん
は
「
話
し

て
い
る
と
楽
し
い
気
分
に
な
る
。
ほ

か
の
人
の
笑
顔
を
見
て
い
る
と
、
自

分
も
笑
顔
に
な
れ
る
ね
」
と
言
っ
て

く
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん

な
簡
単
な
こ
と
で
ほ
か
の
人
を
少
し

で
も
元
気
に
で
き
れ
ば
「
笑
顔
で
い

る
こ
と
、
笑
う
こ
と
を
私
の
健
康
法

に
し
よ
う
」
と
思
い
つ
い
た
の
で
す
。

こ
れ
ら
を
心
掛
け
る
こ
と
で
自
然
に

元
気
に
な
れ
ま
す
。
も
し
落
ち
込
む

こ
と
が
あ
っ
て
も
、
1
日
1
回
は
鏡

の
前
で
笑
っ
て
み
る
こ
と
を
実
践
し

て
い
ま
す
。

　

以
前
読
ん
だ
本
の
中
に
ス
ト
レ
ス

や
不
安
を
感
じ
る
こ
と
は
交
感
神
経

を
刺
激
し
血
圧
な
ど
を
あ
げ
る
。
楽

し
い
こ
と
、
笑
う
こ
と
な
ど
は
副
交

感
神
経
を
刺
激
し
全
身
の
筋
肉
の
緊

張
を
解
き
ほ
ぐ
し
た
り
血
圧
な
ど
を

下
げ
た
り
す
る
効
果
が
あ
る
。
ま
た

体
の
免
疫
力
（
体
を
病
気
か
ら
守
る

働
き
や
仕
組
み
の
強
さ
の
こ
と
）
を

高
め
る
働
き
が
あ
る
と
書
か
れ
て
い

ま
し
た
。
笑
う
と
き
は
次
の
ポ
イ
ン

ト
を
踏
ま
え
る
と
効
果
的
で
す
。

①
大
き
な
声
を
出
し
て
お
腹
の
底
か

ら
笑
う

②
好
き
な
こ
と
・
楽
し
い
こ
と
を
す

る
（
お
笑
い
の
番
組
を
見
る
な
ど
）

　

笑
顔
と
い
う
の
は
自
然
に
出
る
も

の
で
、
意
識
し
て
笑
う
こ
と
は
難
し

い
で
す
ね
。
笑
う
の
が
苦
手
な
人
は

鏡
の
前
で
つ
く
り
笑
い
を
す
る
だ
け

で
も
効
果
は
あ
る
よ
う
で
す
。
ぜ
ひ
、

お
試
し
く
だ
さ
い
。

　

今
年
も
あ
と
1
カ
月
で
終
わ
り
で

す
。
今
年
ど
の
く
ら
い
楽
し
い
こ
と

や
、
笑
っ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
。

あ
ま
り
思
い
当
た
ら
な
い
人
は
ま
ず

は
鏡
の
前
に
座
り
、
鏡
の
中
の
自
分

に
微
笑
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。
き
っ

と
そ
こ
に
は
素
敵
な
笑
顔
が
写
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
素
敵
な「
笑

顔
」
を
ほ
か
の
人
に
見
せ
て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。

　

ス
ト
レ
ス
を
た
め
ず
、
来
年
も
笑

顔
で
素
敵
な
1
年
に
な
る
と
良
い
で

す
ね
。

　
　
　
　
　

保
健
師　

今
井
利
恵

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
例
年
12
月
末

か
ら
2
月
が
流
行
時
期
で
す
が
、
昨

年
は
11
月
ご
ろ
か
ら
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
患
者
数
が
増
え
、
12
月
か
ら
1
月

に
流
行
し
ま
し
た
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
特
徴
や
予
防
法
、
か
か
っ
た
場

合
の
対
処
法
を
知
り
、
発
病
や
重
症

化
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴
】 

●
強
い
感
染
力
が
あ
る

●
一
般
的
な
風
邪
と
違
い
、
次
の
症

状
が
急
激
に
現
れ
る

○
38
度
以
上
の
高
熱

○
関
節
痛
や
筋
肉
痛
な
ど
の
全
身
の

痛
み

○
鼻
水
や
せ
き

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る
に

は
】

●
帰
宅
時
の
手
洗
い
・
う
が
い
を
忘

れ
ず
に
す
る

●
室
内
を
60
㌫
前
後
の
適
度
な
湿
度

に
保
つ

●
十
分
な
休
養
と
バ
ラ
ン
ス
の
良
い

食
事
を
心
掛
け
、
体
の
抵
抗
力
を
高

め
る

●
流
行
す
る
前
に
ワ
ク
チ
ン
を
接
種

す
る

※
ワ
ク
チ
ン
接
種
か
ら
効
果
が
現
れ

る
ま
で
に
約
2
週
間
か
か
り
ま
す
。

【
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
っ
た
か

な
と
思
っ
た
ら
】

●
早
め
に
医
療
機
関
に
相
談
す
る

※
発
症
後
48
時
間
以
内
の
早
期
に
有

効
な
薬
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
安
静
に
し
て
十
分
な
休
養
と
睡
眠

を
取
る

●
水
分
を
十
分
に
補
給
す
る

【
周
囲
へ
の
配
慮
】

●
熱
、
せ
き
、
く
し
ゃ
み
の
症
状
が

あ
る
人
は
マ
ス
ク
を
す
る

●
せ
き
、
く
し
ゃ
み
を
す
る
と
き
は

テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
や
ハ
ン
カ
チ

で
口
や
鼻
を
覆
う

問　

健
康
課
母
子
保
健
班
・
保
健
予

防
班
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
、千

葉
県
感
染
症
情
報
セ
ン
タ
ー

  h
ttp
://w

w
w
.p
h
lch
ib
a-

ek
ig
ak
u
.org
/in
dex
.h
tm

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を

予

防

し

ま

し

ょ

う

健康増進ルーム
休館のお知らせ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　保健事業の実施
やトレーニング器
具の点検のため、
次のとおり休館し
ます。
休館日時　①12月
4日・11日・18日・
25日、1月8日・15日の各木曜日　午
前9時～午後5時
②12月10日㈬　午前9時～午後1時
■問　健康課健康づくり推進班☎
（497）3494

栄養士
の 今月の献立は

おすすめおすすめ
栄養たっぷり

レシピ 手作りソーセージ

手作りソーセージ

　

心
臓
病
な
ど
の
循
環
器
を
専
門
と

す
る
医
師
に
よ
る
講
演
会
で
、
講
演

後
に
質
問
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

希
望
者
に
は
体
脂
肪
・
腹
囲
の
測
定

や
保
健
師
・
栄
養
士
に
よ
る
健
康
相

談
を
行
い
ま
す
。

日
時　

1
月
8
日
㈭　

午
後
2
時
〜

4
時
（
受
け
付
け　

午
後
1
時
30
分

〜
）

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象　

市
内
在
住
・
在
勤　

80
人　

（
申
し
込
み
順
）

講
師　

日
本
循
環
器
学
会
認
定
専
門

@
city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

【
印
旛
保
健
所
】

療
育
相
談

日
時　

12
月
3
日
、
1
月
21
日
、
2

月
18
日
、
3
月
18
日
の
各
水
曜
日　

午
後
3
時
〜
（
受
け
付
け　

午
後
2

時
30
分
〜
）

場
所　

印
旛
保
健
所

対
象　

股
関
節
脱
臼
の
疑
い
や
O
脚

な
ど
の
整
形
外
科
的
な
相
談
を
希
望

す
る
18
歳
未
満
の
児
童
と
そ
の
保
護

者

○
千
葉
県
倫
理
法
人
会
・
白
井
倫
理

法
人
会

　
　
　
　
　
　

防
犯
ベ
ス
ト　

10
着

　

こ
の
寄
付
は
市
の
防
犯
活
動
な
ど

に
役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

材　料（4人分12本）
ひき肉200㌘　タマネギ
1/2個　ニンジン20㌘　
ピーマン20㌘　パン粉
10㌘　塩小さじ1/2　コ
ショウ適宜　溶き卵大さ
じ2　ミニトマト・レタ
ス適宜（付け合せ用）
作り方　①タマネギ、ニ
ンジン、ピーマンをみじ
ん切りにする　②ひき肉に①とパン粉、塩、コ
ショウ、溶き卵を加え、粘りがでるまでよく混
ぜる　③混ぜたものを12等分にし、棒状に形
を整えてアルミホイルでくるくると巻き、両端
をひねってソーセージを作る　④フライパンに
ソーセージを入れ、ソーセージの1/3程度浸るよ
うに水を入れる　⑤ふたをして中火で約10分蒸
し焼きにする
栄養士から一言【心と体においしい食事をしよう】
　アルミホイルを使って手軽に作れるソーセー
ジです。このソーセージには日頃不足しがちな
野菜も含まれています。この野菜以外にもパセ
リやコーン、チーズなどの好みの食材を入れて
もおいしくできます。
1人当たりの栄養価　140㌔㌍

医　

中
村
仁

や
す
し
国
保
匝
瑳
市
民
病
院

名
誉
院
長

参
加
費　

無
料

申
・
問　

12
月
26
日
㈮
ま
で
に
、
電

話
・
フ
ァ
ク
ス
か
E
メ
ー
ル
で
氏
名
・

年
齢
・
電
話
番
号
・「
講
演
会
希
望
」・

質
問
内
容
（
あ
る
人
の
み
）
を
記
入

の
上
、
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4
・
℻  
（
4

9
2
）
3
0
3
3
・

  k
en
k
ou

健

康

づ

く

り

講

演

会

〜
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
生
活
習
慣
〜

　出産や育児について学んでみませんか。
平日忙しいお母さんやお父さんの参加をお
待ちしています。
日時　6日㈯　午後1時～ 4時30分
場所　保健福祉センター
対象　おおむね妊娠6カ月から9カ月の妊
婦とそのパートナー　16組（申し込み順）
内容　妊娠･出産についての話、赤ちゃん
のお風呂の入れ方、妊婦体験、妊産婦体操
持ち物　母子健康手帳、筆記用具、体操の
できる服装
■申・■問　健康課母子保健班（497）3495へ

相
談
者　

整
形
外
科
専
門
医
、
保
健

師持
ち
物　

母
子
手
帳

申
・
問　

印
旛
保
健
所
地
域
保
健
福

祉
課
☎
0
4
3
（
4
8
3
）
1
1
3

4
へ献

血
の
お
知
ら
せ

　

市
役
所
1
階
ロ
ビ
ー
で
献
血
を
実

施
し
ま
す
。

日
時　

19
日
㈮　

午
前
10
時
〜
11
時

45
分
、
午
後
1
時
〜
4
時

問　

健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4

もうすぐパパママクラス
土曜日コース

　健診結果の見方の説明と個別の相談を行い
ます。生活習慣を見直して、自分の健康づく
りに活用してください。
日程･場所　２日㈫・西白井複合センター、
10日㈬・冨士センター、15日㈪・保健福祉
センター
時間　午前9時30分～（受け付け　午前9時
15分～）
対象　市の特定健診、人間ドック、職場健診
などを受診した人（事前の申し込みが必要で
す）
内容　講話「結果の見方と生活習慣の見直
し」、個別相談（希望者のみ１人15分程度）
講師　栄養士、保健師
持ち物　健診の結果、筆記用具
■申・■問　健康課保健予防班☎（497）3495へ

健診後結果相談会

2008.12.17



イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

◆
冬
の
野
鳥
観
察
会

　

白
井
の
自
然
を
考
え
る
会
と
北
総

里
山
ク
ラ
ブ
の
共
催
で
、
冬
の
野
鳥

観
察
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

6
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

11
時
30
分
（
雨
天
の
場
合
は
7
日
㈰
）

集
合
場
所　

清
水
口
小
学
校
正
門
前

参
加
費　

1
0
0
円
（
保
険
代
）

申
・
問　

山
口
☎
（
4
9
1
）
9
2

9
1
へ

◆
ふ
れ
あ
い
の
日
事
業
「
お
楽
し
み

会
」

　

ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
千
葉
県
第
63
団

で
は
ゲ
ー
ム
や
バ
ザ
ー
を
し
ま
す
。

一
緒
に
親
子
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

14
日
㈰　

午
前
11
時
〜
午
後

2
時　

場
所　

桜
台
セ
ン
タ
ー　

対

象　

幼
稚
園
年
代
〜
小
学
生
（
保
護

者
同
伴
）　

参
加
費　

1
5
0
円

申
・
問　

8
日
㈪
ま
で
に
竹
下
（
4

9
1
）
6
3
7
6
へ

◆
N
P
O
法
人
し
ろ
い
環
境
塾

【
①
第
9
回
子
ど
も
の
環
境
教
育
事

業
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン
づ
く
り
】

　

竹
炭
を
使
っ
て
バ
ー
ム
ク
ー
ヘ
ン

を
焼
き
、
木
の
実
・
草
の
実
で
ダ
ー

ツ
な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
程　

13
日
㈯
（
雨
天
の
場
合
は
14

日
㈰
）　

集
合
時
間　

午
前
10
時　

場
所　

平
塚
の
里
第
2
地
区
（
延
命

寺
北
側
）　

対
象　

一
般　

30
人（
申

し
込
み
順
）

※
小
学
3
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
。

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み
物
、
帽
子
、

軍
手
、
シ
ー
ト
、
長
袖
・
長
ズ
ボ
ン

（
化
学
繊
維
の
服
は
火
の
粉
で
穴
が

空
く
場
合
が
あ
り
ま
す
）

【
②
門
松
づ
く
り
】

　

竹
の
間
伐
材
な
ど
を
使
っ
て
正
月

の
門
松
作
り
を
行
い
ま
す
。
子
ど
も

か
ら
大
人
ま
で
、
一
緒
に
楽
し
み
ま

し
ょ
う
。

日
程　

20
日
㈯　

集
合
時
間　

午
前

10
時　

場
所　

平
塚
の
里
第
2
地
区

（
延
命
寺
北
側
）　

対
象　

一
般　

30

人
（
申
し
込
み
順
）　

講
師　

柳

澤
巳
之
輔
さ
ん
ほ
か　

参
加
費　

3
0
0
円　

持
ち
物　

昼
食
、
飲
み

物
、
活
動
で
き
る
服
装

申
・
問　

①
は
11
日
㈭
ま
で
に
、
②

は
18
日
㈭
ま
で
に
上
西
☎
（
4
9
1
）

0
6
6
0
へ

◆
西
白
井
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

久
し
ぶ
り
に
当
サ
ー
ク
ル
で
パ
ー

テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
誘
い
合
っ
て
来
て
く
だ
さ

い
。

日
時　

14
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

4
時
30
分　

場
所　

西
白
井
複
合
セ

ン
タ
ー　

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン

A
級　

安
部
邦
臣
・
弥
美
組　

参
加

費　

1
、
0
0
0
円

問　

西
白
井
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

花
見
☎
（
4
9
1
）
3
4
6
5

◆
家
庭
で
始
め
る
救
命
の
輪
〜
心
肺

蘇
生
法
〜

日
時　

13
日
㈯　

午
後
2
時
〜
（
受

け
付
け　

午
後
1
時
30
分
〜
）　

場

所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

※
席
を
確
保
し
た
い
場
合
は
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

参
加
費　

無
料　

講
師　

救
急
部
部

長　

渡
邉
建
司
医
師

問　

セ
コ
メ
デ
ィ
ッ
ク
病
院
総
合

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
☎
（
4
5
7
）

9
9
0
0

◆
ぽ
れ
ぽ
れ
市
民
講
座
「
ス
ト
レ
ス

社
会
と
心
の
健
康
」

　
「
あ
な
た
の
性
格
を
知
っ
て
み
ま

せ
ん
か　

〜
エ
ゴ
グ
ラ
ム
を
使
っ
て

〜
」
を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を
行
い
ま

す
。

日
時　

21
日
㈰　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時
30
分　

場
所　

保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー　

講
師　

臨
床
心
理
士
ま
た
は

精
神
保
健
福
祉
士　

参
加
費　

5
0

0
円
（
資
料
代
）

申
・
問　

N
P
O
法
人
ぽ
れ
ぽ
れ
・

ち
ば　

朝
日
☎
・
℻  
（
4
9
2
）

5
8
6
5
へ

◆
発
達
障
害
者
の
生
涯
発
達
と
そ
の

支
援

　

県
立
我
孫
子
特
別
支
援
学
校
で
は

発
達
障
害
の
あ
る
幼
児
・
児
童
・
生

徒
の
理
解
や
生
涯
に
わ
た
っ
て
の
展

望
、
そ
れ
ぞ
れ
が
抱
え
る
課
題
の
個

別
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て
研
修
会
を

行
い
ま
す
。

日
時　

12
日
㈮　

午
後
3
時
30
分
〜

5
時
15
分　

場
所　

我
孫
子
特
別
支

援
学
校　

講
師　

東
京
学
芸
大
学　

菅
野
敦
教
授　

参
加
費　

無
料

申
・
問　

牧
野
☎
0
4
（
7
1
8
7
）

0
8
3
1
へ

◆
森
の
ご
み
拾
い
と
木
の
実
探
し

　

千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中
央
駅
に
ほ

ど
近
い
場
所
に
残
る
豊
か
な
森
で
、

秋
の
実
り
の
木
の
実
を
探
し
な
が
ら
、

ご
み
拾
い
を
し
ま
す
。

日
時　

9
日
㈫　

午
前
10
時
〜
正
午

（
雨
天
中
止
）　

集
合
場
所　

市
福
祉

セ
ン
タ
ー
駐
車
場　

持
ち
物　

水

筒
・
軍
手

申
・
問　

8
日
㈪
ま
で
に
北
総
里
山

ク
ラ
ブ
☎
0
8
0
（
6
7
3
0
）
9

6
6
5
・

h
ok
u
sou
satoy

a

m
a@
y
ah
oo.co.jp

へ

◆
ち
ば
環
境
再
生
基
金

　

㈶
千
葉
県
環
境
基
金
で
は
県
民
自

ら
の
手
で
貴
重
な
自
然
を
保
全
す
る

と
と
も
に
ふ
る
さ
と
千
葉
県
の
環
境

を
再
生
す
る
自
発
的
・
継
続
的
な
活

動
を
支
援
す
る
た
め
、
公
募
で
事
業

を
募
集
し
N
P
O
な
ど
が
県
内
で
行

う
活
動
に
対
し
、
経
費
の
一
部
を
助

成
し
ま
す
。

応
募
資
格　

県
内
に
事
務
所
が
あ
る

10
人
以
上
の
N
P
O
、
市
民
活
動
団

体
な
ど
（
詳
細
規
定
あ
り
）  

対
象

と
な
る
活
動　

自
然
環
境
の
保
全
・

再
生
、
体
験
的
環
境
学
習
、
省
資
源
・

リ
サ
イ
ク
ル
な
ど　

活
動
実
施
時
期

平
成
21
年
4
月
1
日
〜
平
成
22
年
3

月
31
日　

助
成
金
額　

助
成
対
象
経

費
の
2
分
の
1
以
内
で
1
事
業
に
付

き
50
万
円
を
限
度　

募
集
期
間
平
成

20
年
12
月
1
日
㈪
〜
26
日
㈮

申
・
問　

申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
郵
送
か
直
接
〒
2
6
0
―

0
0
2
4
、千
葉
市
中
央
区
中
央

港
1
―
11
―
1　

㈶
千
葉
県
環
境
財

団
☎
0
4
3
（
2
4
6
）
2
0
9
1

へ◆
本
当
は
怖
い
薬
の
乱
用
と
認
知
症

予
防
の
食
生
活

　
「
お
も
い
ッ
き
り
イ
イ
！
！
テ
レ

ビ
」
な
ど
の
情
報
番
組
の
コ
メ
ン

テ
ー
タ
ー
と
し
て
お
馴
染
み
の
、
田

村
哲
彦
薬
学
博
士
を
迎
え
て
、
薬
や

食
事
に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し

ま
す
。

日
時　

2
月
8
日
㈰　

午
後
1
時
50

分
〜
（
開
場　

午
後
1
時
30
分
）　

場
所　

市
文
化
セ
ン
タ
ー
中
ホ
ー
ル

対
象　

一
般　

2
0
0
人
（
申
し
込

み
順
）　

参
加
費　

1
、
0
0
0
円

（
資
料
代
）

申
・
問　

12
月
28
日
㈰
ま
で
に
白
井

市
介
護
支
援
専
門
員
協
議
会
事
務
局

（
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
菊
華
園

内
）
☎
（
4
9
2
）
8
1
1
3
へ

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　

労
災
や
職
業
病
の
こ
と
な
ど
、
弁

護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
相
談
を
受
け
ま

す
。

日
時　

13
日
㈯　

午
後
1
時
〜
4
時

場
所　

船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象　

一
般
（
予
約
不
要
）　

相
談

料　

無
料

問　

千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
東
京
藝
術
大
学
留
学
生
に
よ
る
民

族
楽
器
の
演
奏
会
（
音
で
つ
む
ぐ
ア

ジ
ア
の
風
・
パ
ー
ト
3
）

　

国
際
交
流
協
会
で
は
好
評
に
つ
き

今
年
も
芸
大
大
学
院
留
学
生
の
コ
ン

サ
ー
ト
を
行
い
ま
す
。
は
る
か
な
昔

か
ら
民
族
の
心
を
は
ぐ
く
ん
で
き
た

「
弦
」
の
響
き
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。
留
学
生
は
プ
ロ
と
し
て
活
躍
中

の
皆
さ
ん
で
す
。

日
時　

6
日
㈯　

午
後
2
時
〜
4
時

（
開
場　

午
後
1
時
30
分
）　

場
所　

文
化
会
館
中
ホ
ー
ル　

対
象　

一
般

（
自
由
参
加
）　

演
奏
者　

ア
ブ
ド
セ

ミ
・
ア
ブ
ド
ラ
フ
マ
ン
さ
ん
（
新

疆
ウ
イ
グ
ル
自
治
区
、
ラ
ワ
ー
プ
）、

ウ
メ
ト
バ
エ
フ
・
カ
リ
マ
ン
さ
ん（
キ

ル
ギ
ス
、
コ
ム
ズ
）、
ス
ー
ザ
ー
ザ
ー
・

テ
ィ
ジ
ー
さ
ん
（
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
サ

ウ
ン
・
ビ
ル
マ
の
竪
琴
）　

入
場
料

無
料

問　

白
井
国
際
交
流
協
会
事
務
局

☎
（
4
4
5
）
3
3
4
5
・

ifas@
cu
p.ocn

.n
e.jp

◆
N
P
O
法
人
日
本
語
学
習
会

【
り
ぼ
ん
ク
リ
ス
マ
ス
会
】

　

地
域
に
住
む
各
国
の
外
国
人
と
楽

し
い
ク
リ
ス
マ
ス
を
過
ご
し
ま
せ
ん

か
。

日
時　

4
日
㈭　

午
前
10
時
〜
午
後

2
時　

場
所　

印
西
市
そ
う
ふ
け
公

民
館　

参
加
費　

5
0
0
円

持
ち
物　

プ
レ
ゼ
ン
ト
（
1
、0
0

0
円
程
度
）、
エ
プ
ロ
ン

問　

吉
岡
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
6

8
7
9

【
外
国
人
の
た
め
の
日
本
語
講
座「
り

ぼ
ん
学
習
」】

場
所
・
日
時　

①
印
西
市
N
T
中
央

駅
前
公
民
館
・
第
1
・
2
・
3
水
曜

日　

午
前
10
時
〜
午
後
1
時　

②
印

西
市
そ
う
ふ
け
公
民
館
・
毎
週
木
曜

日　

午
前
10
時
〜
正
午　

③
白
井
駅

前
セ
ン
タ
ー
・
毎
週
金
曜
日　

午
前

10
時
〜
正
午　

参
加
費　

月
1
、
5

0
0
円
（
③
は
月
1
0
0
0
円
）

※
別
に
N
P
O
法
人
日
本
語
学
習
会

へ
の
年
会
費
2
、5
0
0
円
が
掛
か

り
ま
す
。

問　

①
・
②
は
吉
岡
☎
0
4
7
6

（
4
6
）
6
8
7
9
、
③
は
田
中
☎

（
4
9
2
）
5
5
0
8

※
外
国
人
の
お
母
さ
ん
が
勉
強
し
て

い
る
間
、
子
ど
も
の
世
話
を
し
て
く

れ
る
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
併
せ
て

募
集
し
ま
す
（
謝
礼
若
干
あ
り
）。

教
育
ロ
ー
ン
利
用
者
に

利
子
の
一
部
を
補
助

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
や
市
内
の
金
融

機
関
か
ら
教
育
資
金
の
融
資
を
受
け

て
い
る
人
に
、
返
済
利
子
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
利
用
を
希
望
す
る
人

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対
象　

次
の
①
か
ら
④
の
す
べ
て
に

該
当
す
る
本
人
ま
た
は
そ
の
家
族

①
高
校
、
大
学
な
ど
に
在
学
し
て
い

る
人

②
市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

③
市
税
を
完
納
し
て
い
る
人

④
日
本
政
策
金
融
公
庫
お
よ
び
千
葉

銀
行
・
千
葉
興
業
銀
行
・
京
葉
銀
行
・

千
葉
信
用
金
庫
の
各
白
井
支
店
で
融

資
を
受
け
て
い
る
人

交
付
期
間　

在
学
期
間
中

申
・
問　

教
育
総
務
課
教
育
総
務
班

内
線
3
4
1
2
へ

国
の
教
育
ロ
ー
ン
（
日

本
政
策
金
融
公
庫
）

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」
は
高
校
、

短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各
種
学

校
や
外
国
の
高
校
・
大
学
な
ど
に
入

学
・
在
学
す
る
子
ど
も
の
い
る
家
庭

を
対
象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で

す
。
融
資
金
額
は
学
生
・
生
徒
1
人

当
た
り
2
0
0
万
円
以
内
、
返
済
期

間
は
10
年
以
内
、
利
率
は
年
2
．
45

㌫
（
平
成
20
年
11
月
10
日
現
在
）
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

国
の
教
育
ロ
ー
ン
を
利
用
で
き
る

世
帯
の
年
間
収
入
（
所
得
）
に
制
限

が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

※
こ
れ
ま
で
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」

を
取
り
扱
っ
て
い
た
国
民
生
活
金
融

公
庫
は
平
成
20
年
10
月
、
政
策
金
融

機
関
の
統
合
に
よ
り
日
本
政
策
金
融

公
庫
に
移
行
し
ま
し
た
。

問　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
0
5
7
0
―
0
0
8
6
5
6

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）、
☎
0
3

（
5
3
2
1
）
8
6
5
6
ま
た
は

日
本
政
策
金
融
公
庫
松
戸
支
店
☎

0
4
7
（
3
6
7
）
1
1
9
1

お
は
な
し
お
は
な
し

フ
ェ
ア

　

市
内
で
活
動
し
て
い
る
読
書
グ

ル
ー
プ
が
、
素
話
・
紙
芝
居
・
人
形

劇
・
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
を
行
う
、

楽
し
い
お
は
な
し
会
で
す
。

日
時　

20
日
㈯　

午
後
1
時
30
分
〜

3
時

場
所　

文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

対
象　

一
般

入
場
料　

無
料

持
ち
物　

靴
を
入
れ
る
袋
・
座
布
団

な
ど

問　

図
書
館
☎
（
4
9
2
）
1
1
2

2

新
生
印
旛
高
校
の
校
名

に
ご
意
見
を 

　

千
葉
県
立
印
旛
高
等
学
校
は
平
成

22
年
4
月
に
千
葉
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地

区
へ
移
転
し
ま
す
。
移
転
後
の
印
旛

高
校
は
「
進
学
を
重
視
し
た
普
通
科

単
位
制
高
校
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ

り
「
進
学
に
対
応
し
た
、
多
様
な
履

修
科
目
の
設
定
」
や
「
進
学
補
習
の

実
施
」
な
ど
に
よ
り
進
学
を
目
指
す

意
欲
あ
ふ
れ
る
生
徒
の
夢
の
実
現
を

支
援
し
ま
す
。

　

こ
の
移
転
に
伴
い
印
旛
高
校
の
校

名
に
つ
い
て
皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

申
・
問　

22
日
㈪
ま
で
に
応
募
は
が

き
ま
た
は
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
（
白

井
市
役
所
教
育
総
務
課
・
印
旛

高
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://

w
w
w
.c
h
ib
a
-c
.e
d
.jp
/

in
ba-h
/

に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事

項
を
記
入
の
上
、
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、

E
メ
ー
ル
で
〒
2
7
0
―
1
3
2
6
、

印
西
市
木
下
1
4
9
3　

新
印
旛
高

校
移
転
準
備
室
（
印
旛
高
校
内
）
☎

0
4
7
6
（
4
2
）
2
3
1
1
・
℻  

0
4
7
6
（
4
2
）
5
2
5
1
へ

郷土史講座

木下街道と牧について
　市の歴史と関わり
の深い木下街道と牧
の成立や発展につい
て解説します。
日時　6日㈯　午前
10時～ 11時30分
場所　郷土資料館
対象　一般　20人
（申し込み順）
講師　郷土資料館学芸員
参加費　無料
申・問　5日㈮までに電話か直接郷土資料館☎
（492）1124へ

印西牧場之真景図（市指定文印西牧場之真景図（市指定文
化財）に描かれた十余一付近化財）に描かれた十余一付近

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー
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　タイトルの上にある中などは次の場所
や申し込み・問い合わせ先を示しています。
中中央公民館・視聴覚ライブラリー
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
複西白井複合センター
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
社社会福祉協議会
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5713
ボボランティアセンター
〒270-1492、保健福祉センター内
☎（492）5716
シシルバー人材センター
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
※定期的に実施されている児童館事業など
は掲載されていないものもありますので、
児童館だより（各センターにあります）や
市ホームページをご覧ください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

中視聴覚ライブラリー冬休み映画会

　20世紀フォックス映画がおくる「ザ・シン
プソンズMOVIE」（90分）を上映します。家
族や友達を誘って観に来てね。
日時　26日㈮　午前10時～（開場　午前9時
30分）
場所　文化会館大ホール
対象　一般　800人（先着順）
入場料　無料

公映画会

　手塚治虫特集です。隠れた名作に触れよう。
日時　20日㈯　午前10時30分～ 11時30分
対象　幼児～小学生（自由参加）
※幼児は保護者同伴。
内容　山太郎かえる・雨ふり小僧

桜映画ランド

　おじゃる丸・モリスの魔法のふくろほかを
上映します。
日時　25日㈭　午後1時30分～
場所　視聴覚室
対象　幼児～小学生（自由参加）
※幼児は保護者同伴。

公
親
子
で
楽
し
く
あ
そ

び
ま
し
ょ
う

　

み
ん
な
で
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
。

ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
い
ま
す
。

日
時　

19
日
㈮　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護
者　

20

組
（
先
着
順
）

冨
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー

　

友
達
と
一
緒
に
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
し
ょ
う
。
ゲ
ー
ム
や

プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換
な
ど
を
し
ま
す
。

日
時　

20
日
㈯　

午
後
2
時
〜
3
時

対
象　

市
内
在
住
小
学
生
以
上　

10

人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

1
0
0
円

持
ち
物　

飲
み
物
・
手
ふ
き
・
プ

レ
ゼ
ン
ト
交
換
用
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

（
3
0
0
円
以
内
）

申　

7
日
㈰
午
後
5
時
ま
で
に
電
話

か
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

福
ク
リ
ス
マ
ス
ミ
ニ
コ

ン
サ
ー
ト

　

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
日
替
わ
り
で

行
い
ま
す
。
ク
リ
ス
マ
ス
の
雰
囲
気

を
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

15
日
㈪
〜
19
日
㈮　

午
前
11

時
〜
11
時
30
分

対
象　

一
般
（
自
由
参
加
）

内
容　

15
日
㈪
ギ
タ
ー
、
16
日
㈫

ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、
17
日
㈬
ハ
ン
ド
ベ

ル
、
18
日
㈭
ピ
ア
ノ
、
19
日
㈮
コ
ー

ラ
ス　

参
加
費　

無
料

駅
親
子
サ
ー
ク
ル
合
同

「
ク
リ
ス
マ
ス
会
」

　

人
形
劇
や
リ
ズ
ム
あ
そ
び
、
会
食

を
し
な
が
ら
楽
し
い
ク
リ
ス
マ
ス
の

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

17
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

午
後
1
時

対
象　

白
井
駅
前
児
童
館
の
親
子

サ
ー
ク
ル
お
よ
び
市
内
在
住
未
就
学

児
の
親
子　

1
5
0
人
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費　

5
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

10
日
㈬
ま
で
に
直
接
白
井
駅
前

セ
ン
タ
ー
へ

駅
親
子
サ
ー
ク
ル
合
同

「
リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
」

　

ク
リ
ス
マ
ス
会
終
了
後
、
リ
サ
イ

ク
ル
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
す
。
マ
タ
ニ

テ
ィ
ー
か
ら
就
学
前
の
子
ど
も
の
も

の
を
中
心
に
販
売
し
ま
す
。

日
時　

17
日
㈬　

午
後
1
時
〜
3
時

公
子
ど
も
ク
ッ
キ
ン
グ

　

ク
リ
ス
マ
ス
オ
ー
ナ
メ
ン
ト
ク
ッ

キ
ー
を
作
っ
て
、
ツ
リ
ー
や
リ
ー
ス

に
飾
ろ
う
。

日
時　

13
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生
以
上　

16
人
（
申
し

込
み
順
）　　
　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
き
ん
・

上
靴
・
持
ち
帰
り
用
の
入
れ
物

参
加
費　

3
0
0
円

申　

10
日
㈬
ま
で
に
参
加
費
を
持
参

の
上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

複
お
ひ
げ
の
サ
ン
タ
さ

ん
作
り　

　

フ
ェ
ル
ト
で
か
わ
い
い
お
ひ
げ
の

サ
ン
タ
を
作
ろ
う
。

日
時　

13
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
3
年
生
〜　

8
人
（
先

着
順
）

参
加
費　

1
5
0
円

申　

参
加
費
を
持
参
の
上
、
直
接
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

冨
マ
カ
ロ
ニ
リ
ー
ス
作
り

　

マ
カ
ロ
ニ
を
使
っ
て
ク
リ
ス
マ
ス

リ
ー
ス
を
作
り
ま
し
ょ
う
。

日
時　

13
日
㈯　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午

対
象　

市
内
在
住
小
学
生
以
上　

10

人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

3
0
0
円

申　

7
日
㈰
午
後
5
時
ま
で
に
電
話

か
直
接
冨
士
セ
ン
タ
ー
へ

桜
赤
ち
ゃ
ん
広
場

　

親
子
で
楽
し
く
触
れ
合
い
遊
び
を

し
ま
す
（
手
形
の
ト
ナ
カ
イ
作
り
）。

【
つ
く
し
ち
ゃ
ん
】

日
時　

11
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
満
1
歳
以
上
の
子

と
そ
の
保
護
者　

15
組
（
申
し
込
み

順
）

【
つ
ぼ
み
ち
ゃ
ん
】

日
時　

18
日
㈭　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
満
1
歳
未
満
の
子

と
そ
の
保
護
者　

15
組
（
申
し
込
み

順
）

参
加
費　

無
料

申　

電
話
か
直
接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

冨
親
子
で
あ
そ
ぼ
う

　

フ
ィ
ル
ム
ケ
ー
ス
を
使
っ
た
お
も

ち
ゃ
を
作
り
ま
す
。

日
時　

3
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分

対
象　

平
成
19
年
4
月
2
日
以
降
生

ま
れ
の
子
と
そ
の
保
護
者　

30
組

（
先
着
順
）

駅
母
親
く
ら
ぶ

　

制
作
や
簡
単
ク
ッ
キ
ン
グ
な
ど
楽

し
く
子
育
て
を
す
る
た
め
の
ヒ
ン
ト

が
い
っ
ぱ
い
で
す
。

日
時　

10
日
㈬　

午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象　

子
育
て
中
の
マ
マ
お
よ
び
地

域
の
マ
マ　

16
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

3
0
0
円
（
材
料
費
）

申　

6
日
㈯
ま
で
に
白
井
駅
前
セ
ン

タ
ー
へ

ク
リ
ス
マ
ス
を
楽
し
も
う

12
月
は
ク
リ
ス
マ
ス
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
向
け
た
行
事
を
た
く

さ
ん
用
意
し
ま
し
た
。

桜
お
料
理
ラ
ン
ド

　

市
販
の
材
料
を
使
っ
て
ケ
ー
キ
の

ト
ッ
ピ
ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

日
時　

21
日
㈰　

午
前
9
時
30
分
〜

正
午　

対
象　

市
内
在
住
小
学
生
以
上　

12

人
（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

参
加
費　

3
5
0
円　
　
　

申　

電
話
か
直
接
桜
台
セ
ン
タ
ー
へ

駅
児
童
館
大
掃
除

　

み
ん
な
で
児
童
館
を
ピ
カ
ピ
カ
に

し
て
、
新
し
い
年
を
迎
え
る
準
備
を

し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

26
日
㈮
・
27
日
㈯　

午
前
8

時
30
分
〜
午
後
5
時
30
分

対
象　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
の
児

童
館
を
利
用
し
て
い
る
人

※
当
日
の
駅
前
遊
学
（
延
長
開
放
）

は
お
休
み
し
ま
す
。

中
冬
休
み
工
作

　

牛
乳
パ
ッ
ク
を
使
っ
て
パ
ッ
ク
ツ

バ
メ
を
作
り
飛
ば
し
ま
し
ょ
う
。

日
時　

20
日
㈯　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

小
学
生　

10
人
（
応
募
者
多

数
の
場
合
は
抽
選
）

持
ち
物　

牛
乳
パ
ッ
ク
（
1
㍑
サ
イ

ズ
）
1
個

参
加
費　

無
料

申　

13
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直
接
中

央
公
民
館
へ

福
門
松
作
り
体
験

　

新
年
を
迎
え
る
に
あ
た
り
福
祉
セ

ン
タ
ー
に
門
松
を
飾
り
ま
す
。
楽
し

く
門
松
作
り
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん

か
。

日
時　

24
日
㈬　

午
前
10
時
〜
正
午

対
象　

市
内
在
住
60
歳
以
上　

10
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申　

12
日
㈮
ま
で
に
福
祉
セ
ン
タ
ー

へ福
カ
ラ
オ
ケ
発
表
会

　

舞
台
で
自
慢
の
歌
を
披
露
し
て
く

だ
さ
い
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し

た
こ
と
の
な
い
人
は
こ
の
機
会
に
ぜ

ひ
来
館
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時　

25
日
㈭　

午
後
0
時
30
分
〜

3
時
30
分

対
象　

市
内
在
住
60
歳
以
上　

30
人

（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

申　

12
日
㈮
ま
で
に
福
祉
セ
ン
タ
ー

へシ
働
き
た
い
高
齢
者
の

た
め
の
講
習
会

【
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
養
成
（
講
習
№

28
）】

日
時　

1
月
13
日
㈫
〜
21
日
㈬
（
5

日
間
）　

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5

時場
所　

ち
ば
仕
事
プ
ラ
ザ
（
千
葉
市
）

対
象　

市
内
在
住
の
働
き
た
い
60
歳

台
前
半　

30
人
（
応
募
者
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

参
加
費　

無
料

※
修
了
者
は
講
習
会
最
終
日
ま
た
は

後
日
開
催
の
合
同
面
接
会
に
必
ず
出

席
し
て
く
だ
さ
い
。

申　

26
日
㈮
ま
で
に
往
復
は
が
き
に

講
習
№
・
講
習
名
・
住
所
・
氏
名
（
フ

リ
ガ
ナ
）・
年
齢
・
電
話
番
号
を
記

入
の
上
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

へ

子

育

て

子

ど

も

高

齢

者

公
ト
ピ
ア
リ
ー
ボ
ー
ル

作
り

　

広
報
し
ろ
い
11
月
15
日
号
で
お
知

ら
せ
し
た
公
民
セ
ン
タ
ー
の
行
事
に

誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て

訂
正
し
ま
す
。
ト
ピ
ア
リ
ー
ボ
ー
ル

つ
く
り
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
の

で
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
時　

12
月
4
日
㈭　

午
前
10
時
〜

正
午

対
象　

一
般　

15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費　

2
、
0
0
0
円

申　

参
加
費
を
持
参
の
上
、
公
民
セ

ン
タ
ー
へ

トピアリーボールトピアリーボール

2008.12.19



●都営浅草線・北総線で●都営浅草線・北総線で
日本橋から48分日本橋から48分
●東関東自動車道で千葉●東関東自動車道で千葉
北インターから約18㌔㍍北インターから約18㌔㍍
●常磐自動車道で柏イン●常磐自動車道で柏イン
ターから約ターから約1818㌔㍍㌔㍍
●成田空港から約●成田空港から約3434㌔㍍㌔㍍

古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2008.12.1 10

日 月 火 水 木 金 土
 1 2 3 4 5 6

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
■定例教育委員会議
（10：00 ～市役所）

■園庭開放（9：30 ～
11：30桜台保育園）
■スマイル公園訪問
（10：30 ～ 11：30けや
き台公園）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市歳末ファン感
謝デー（7：00 ～市役
所）

7 8 9 10 11 12 13
■朝市歳末ファン感
謝デー（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談
■年金相談（10：00
～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
□こころの相談 （精神
保健福祉士）

□夜間証明書発行日
□女性生き生き相談
□こころの相談（医
師）
■園庭開放（9：30 ～
11：30南山保育園）
■人権・行政相談（10：
00 ～ 15：00 市役所）
■交通事故相談（10：
00 ～ 15：00市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁

■朝市（7：00 ～市役
所）

14 15 16 17 18 19 20
□休日証明書発行日
■朝市（7：00 ～冨士
センター）

□消費生活相談 □消費生活相談
□心配ごと相談
■住宅増改築無料相
談会（13：00 ～ 16：00
市役所）

■園庭開放（9：30 ～
11：30桜台保育園）
■スマイル公園訪問
（10：30 ～ 11：30堀込
第二公園）

□消費生活相談
□心配ごと相談

■朝市（7：00 ～市役
所）

21 22 23 24 25 26 27
□休日証明書発行日
■朝市（7：00 ～冨士
センター）
■休日窓口納付と納
税相談 （9：00 ～ 12：00
市役所）

□消費生活相談 【天皇誕生日】 □消費生活相談
□心配ごと相談
※弁護士来庁
□こころの相談 （精神
保健福祉士）

□夜間証明書発行日
■園庭開放（9：30 ～
11：30南山保育園）
■夜間窓口納付と納
税相談 （17：30 ～ 20：
30市役所）

□消費生活相談
□心配ごと相談
■官庁仕事納め

■朝市（7：00 ～市役
所）

28 29 30 31 ※今月の第4日曜日の休日証明書発行日は21日
㈰に変更します。■朝市（7：00 ～冨士

センター）

　　　文化会館　　　☎(492)1121

※詳しくは関連記事（□印の開催時間などは、右欄）をご覧ください。

夜間・休日証明書発行日
夜間　第2・4木曜日　17：30 ～ 20：00
休日           第2・4日曜日                 8：30        ～   12:00
市民課　内線3143、課税課　内線3131

夜間・休日証明書発行日

各　種　相　談
□消費生活相談　月・水・金曜日　
10:00 ～ 16:00　市役所相談室　内線
3294（商工振興課　内線3242）
□無料職業紹介　月～金曜日
9:00 ～ 17:00（受付9:00 ～ 16:00）
市役所相談室　内線3280
□就学相談　月～金曜日　8:30 ～
17:00　学校教育課　内線3422
□教育相談
（相談員による相談）　月～木曜日
9:30 ～ 16:30　市役所教育相談室
（指導主事による相談）　月～金曜日
8:30 ～ 17:00　市役所教育相談室
☎（492）2301
□女性生き生き相談　第2木曜日
10:00 ～ 16:00　保健福祉センター
（要予約）　企画政策課　内線3353
□心配ごと相談　水・金曜日　10:00
～ 15:00（弁護士来庁日は8:30から窓
口で受付）　保健福祉センター　社会
福祉協議会☎（492）5713
□ボランティア相談　月～金曜日
9:00 ～ 17:00　保健福祉センター
ボランティアセンター☎（492）5716
□家庭児童相談　月～金曜日
9:30 ～ 16:30　保健福祉センター
子育て相談窓口☎（497）3477
□こころの相談　（医師による相談）
第2木曜日　10:00 ～ 12:00　（精神保
健福祉士による相談）第2・4水曜日
10:15 ～ 16:00　保健福祉センター　
保健福祉相談室☎（497）3491　（要
予約）

各　種　相　談

　　　郷土資料館　　　☎(492)1124

健康相談　健康課保健予防班☎(497)3495

プラネタリウム館　☎(492)1125

項　目 内　容 時　間
常設展「白井のあゆみ」原始・古代から現代までの白井を紹介 9：00 ～ 17：00
郷土史講座「木下街道
と牧について」

白井市となじみの深い木下街道と牧を
解説（要事前申し込み）

  6日㈯
10：00 ～ 11：30

項　目 内　容 日　時 金　額

子ども投映
ロイ君アワー

子どもクリスマス
アワー 2008

7日㈰・21日㈰　
11:00

市内　大人
210円、子
ども100円
市外　大人
310円、子
ども150円

サンタさんがくる
「子どもクリスマス
アワー」
※図書館のクリス
マスおはなしかい
もあります。

14日㈰
11：00・13：30

一般投映

宇宙（そら）と88の
星語り～冬の星座

土・日曜日、24日㈬
～ 26日㈮　13：30

宇宙天文カレンダー
2009　クリスマス
ミュージックにのせ
て（26日㈮からは曲
目が変わります）

水・金・土・日曜日、
25日㈭　15：00

公開学習投
映

「地球と宇宙」
（中学3年生の学習
内容です）

6日㈯・13日㈯
10：00 ～ 11：00

昼間の星を
見る会

太陽表面の観望（天
候により中止の場
合あり）

6日㈯
11：30 ～ 13：30 無料

星を見る会
月、金星、天王星、
アンドロメダ銀河
ほか

6日㈯
18：00 ～ 19：15

大人100円
子ども無料

星空リラク
ゼーション
アワー

星空と音楽の素敵
なリラックスタイ
ム。クリスマス音
楽特集（大人向け）

17日㈬・19日㈮　
12：30 ～、20日㈯　
17：00 ～

市内大人
210円、市
外大人310
円

※14日㈰13：30からの一般投映はロイ君アワー特別投映のため、休
止します。

日　程 時　間 場　所
9日㈫

10:00 ～ 11:30

福祉センター（清戸）

17日㈬ 西白井複合センター

19日㈮ 保健福祉センター

対象　市内在住者　内容　健康に関する相談に保健師、看護師が
対応（血圧測定、体脂肪率測定、腹囲測定、尿検査が可能）
※電話や健康課窓口での相談も随時受け付けます。
　19日㈮は食事や栄養について栄養士に相談したり、子どもの体
重を測定することができます。

開催日 ホール 催し物名 開演 入場料 問い合わせ

6日㈯ 中
音で紡ぐアジアの風・パー
ト３　東京芸術大学留学生
による民族演奏会

14:00 無料 国際交流協会事務
局☎（445）3345

7日㈰
大 映画 「西の魔女が死んだ」 10:30 900円 エヌ・アイ・エス広報部

☎0120（084）394

中 ビバ－チェハンドベルコン
サート 16：00 無料 本屋

☎（491）4465

11日㈭

大
「女神たちが奏でる名曲の
世界」　リュウ菅野＆アル
ティスタ・コルダ・オーケ
ストラ

19：00 5,000円 民音
☎03（3226）9999

中

いまさら聞けない！資産運
用の基礎知識 10：00

無料

野村證券㈱柏支店
小川☎04（7163）
2036

13日㈯ ファミリーサポートセン
タークリスマス会 10:00

ファミリーサポー
トセンター
☎（497）3496

14日㈰
大

野原みどりピアノ・リサイ
タル 15:00

Ｓ席2,000円、
Ａ席1,500円、
Ｂ席1,000円
※小・中・
高校生は500
円引き

文化会館
☎（492）1121

21日㈰
クリスマスダンスコンサート 14：00

無料

浅野☎（497）3760
中 ピアノ発表会 13：30 安部☎（491）7806

26日㈮ 大
視聴覚ライブラリー
冬休み映画会「ザ・シンプ
ソンズＭＯＶＩＥ」

10：00 中央公民館
☎（491）0166

※主催者の都合により内容が変わる場合があります。

　　　　図書館　　☎(492)1122
項　目 日　時 対　象

おはなしかい 3日・10日・17日・24日（各水
曜日）　15：30 ～

一人でお話の聞けるおともだ
ち

クリスマスおはなし
かい

14日㈰　11：00・13：30
※プラネタリウム館のサンタ
さんがくる「子どもクリスマ
スアワー」の中で行います。

児童～

親子おはなしかい 24日㈬　11：00 ～ 市内在住の小学校未就学児と
その保護者

※図書館の開館時間は火曜日から土曜日は午前9時30分から午後7時、日曜日は午
前9時30分から午後5時です。

乳幼児健診・予防接種
健康課保健予防班☎(497)3495

日程 場所 受付時間 対象

4カ月育児相談
16日㈫

○保
9:30 ～ 10：00

20年7月生まれの人
19日㈮ 13：15 ～ 13：45

9カ月からの食育教室
18日㈭ ○保 9:30 ～ 9:45 20年2月生まれの人

1歳6カ月児健康診査
9日㈫

○保 13:15 ～ 13:45 19年5月生まれの人に
は個人通知12日㈮

3歳児健康診査
2日㈫ ○保 13:15 ～ 13:45 17年6月生まれの人に

は個人通知5日㈮

2歳児歯科健康診査
17日㈬ ○保 13:15 ～ 13:45 18年6月生まれの人に

は個人通知

三種混合
4日㈭ ○複

13:30 ～ 14:00 生後3カ月から90カ月
未満の人5日㈮ ○桜

10日㈬ ○保

麻しん風しん（1期・2期）

3日㈬ 13:30 ～ 14:00

（1期）生後12カ月から
24カ月未満の人
（2期）5歳から7歳未満
の人で小学校就学前1
年間にあたる人

BCG
8日㈪ 13:30 ～ 14:00 生後3カ月から６カ月

未満の人

※予防接種日程は集団接種です。個別接種についてはお問
い合わせください。
　会場の○保は総合保健センター（保健福祉センター 2階）、
○複は西白井複合センター、○桜は桜台センターです。
　該当すると思われる人で通知のないときは、お問い合わ
せください。

○保

○保




